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菜種梅雨に

おわりをつげ

咲きほこる桜

今年の 3月は、 近年 にない連日の菜種梅雨でうんざりする毎日で

した。

鹿野川 ダム管理事務所の測定結果、 3月に雨が降らなか った日は

14日、 3月の雨量 は220ミリです。

この結果鹿野川湖 も満水となり、ひさびさに晴れた 4月 2日には

両岸の桜が咲きほこる中を 4門のゲートから放水、湖面では高校生

たちが元気にボートの練習に取り組んでいました。

今月号の主な内容 町民のうごき
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人 口

男

女

世帯数

3,479人 (-22)

1,685人 (-9)

1,794人 (-13)

989幕 (-5)

（平成4年3月31日現在）
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受入れを表明する大野町長

臨時議会で大野町長が表明

肱
川
町
議
会
臨
時
会
が
、

一＿一
月
＝
―

十
日
召
集
さ
れ
、
会
期
一
日
と
し
て

開
会
、
町
長
よ
り
提
案
さ
れ
た
「
肱

川
町
基
本
構
想
計
画
の
改
定
」
が
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

で
、
大
野
町
長
が
提
唱
さ
れ
て
い
る

「
新
し
い
町
創
造
計
画
」
が
新
年
度

か
ら
肱
川
町
の
新
し
い
指
針
と
な
り

ま
す
。
（
考
え
方
等
に
つ
い
て
は
、

＿―-
月
定
例
会
で
の
所
信
表
明
を
見
て

下
さ
い
。）

尚
、
こ
の
臨
時
会
で
は
大
野
町
長

よ
り
「
河
辺
川
ダ
ム
建
設
」
を
受
け

入
れ
る
旨
表
明
が
な
さ
れ
、

一
議
員

よ
り
意
見
陳
述
が
あ
り
町
議
会
も
こ

れ
を
了
承
し
閉
会
し
ま
し
た
。

河
辺
川
ダ
ム
に
関
す
る
町
長
所
信

表
明
及
び
こ
れ
に
対
す
る
議
員
の
意

見
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。

河
辺
川
ダ
ム
に
関
す
る

町
長
所
信
表
明

先
の

三
月
定
例
議
会
で
は
、
諸
般

の
事
情
に
よ
り
、
河
辺
川
ダ
ム
受
入

れ
を
表
明
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た

が
、
肱
川
町
に
と
っ
て
、
年
度
内
に

区
切
り
を
つ
け
る
こ
と
が
ベ
タ
ー
で

あ
る
と
の
考
え
は
従
来
と
変
わ
ら
ず

そ
の
後
も
受
入
れ
条
件
を
整
え
る
努

力
を
行
い
、
い
ま
そ
の
状
況
は
整
っ

た
と
判
断
し
所
信
を
表
明
し
ま
す
。

か
え
り
み
ま
す
と
、
昭
和
五
七
年

予
期
し
な
い
河
辺
川
ダ
ム
予
備
調
査

の
申
し
入
れ
を
受
け
、
昭
和
六
一
年

実
施
計
画
調
査
に
入
り
、
ダ
ム
サ
イ

ト
地
質
調
査
の
結
果
、

＿
二
0
メ
ー

ト
ル
級
の
ダ
ム
築
造
は
可
能
と
の
結

論
が
出
さ
れ
、
平
成

二
年一云
一月
、
建

設
要
請
を
受
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
肱
川
町
に
は
既
に
鹿
野

川
ダ
ム
が
あ
り
、
さ
ら
に
巨
大
ダ
ム

が
築
造
さ
れ
る
と
、
そ
の
影
響
は
計

り
知
れ
ま
せ
ん
。
特
に
、
水
没
地
域

で
は
、
士
地
・
財
産
を
水
没
さ
せ
、

生
活
を
根
底
か
ら
ゆ
る
が
し
、
さ
ら

に
自
然
環
境
や
ふ
る
さ
と
、
歴
史
へ

の
愛
着
は
切
な
る
も
の
が
あ
り
、
断

腸
の
想
い
を
感
じ
ま
す
。

従
っ
て
、
岩
谷
地
区
や
鹿
野
川
地

区
に
組
織
が
で
き
、
反
対
の
言
動
が

高
ま
っ
て
き
た
こ
と
も
当
然
で
あ
り

ま
す
。

ダ
ム
問
題
が
ふ
り
か
か
っ
て
以
来

-
0年
間
、
悲
痛
な
想
い
を
も
っ
て

対
応
し
て
き
ま
し
た
。
議
会
や
特
別

委
員
会
、
ダ
ム
対
策
協
議
会
で
の
調

査

検

討

、

そ

し

て

、

住

民

理

解

を

得

．

朝

倉

村

長

武

田

欣

陽

氏

る
た
め
の
懇
談
会
を
重
ね
る

こ
と
幾
一
芦
店
i

に
お
願
い
し
、
風
の
博
物

□

」
[□L
[
[〗
二~
E
`
」
旦
〗
い
〖

＂
雨
桑
田
を
潤
す
」
の
書
を
頂
戴
し
た

。

こ
。

t
 平

成
四
年
度
建
設
予
算
六
億
円
が
~
五
風
十

雨
、
花
も
盛
り
の
季
節
で
あ

確
定
し
、
先
般
再
度
の
建
設
要
請
を

i

る
。
石
楠
花
祭
開
幕
の
日
、
佐
藤
美

受
け
ま
し
た
。

ダ
ム
の
公
共
的
意
味
~
江
子
、
大
洲
市
篠
崎
た
か
こ
各
氏
の

あ
い
か
ら
計
画
は
消
え
ず
、
こ
の
ま
~
句
碑
の
除
幕
を
し
た
。
肱
川
な
ら
で

ま
で
は
水
没
者
や
多
く
の
関
係
住
民
~
は
の
句
材
で
秀
句
を
作
っ
て
も
ら
い

の
生
活
設
計
も
立
た
ず
、
町
の
将
来
~
句
碑
の
道
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の

像
を
画
く
に
も
た
め
ら
い
を
感
じ
る
~
だ
。
第
一
回
は
故
上
隅
ま
さ
を
先

生

状
況
で
い
つ
ま
で
時
を
重
ね
て
も
、
~
の
句
、
合
計
三
基
に
な
っ
た
。

文
化

町
民
や
肱
川
町
の
プ
ラ
ス
に
は
な
ら
~と
か
生
き
甲
斐
と
か
い
わ
れ
る
が
、

な
い
と
思
い
ま
す
。

~
双
方
と
も
定
義
は
む
つ
か
し
い
。
要

し
か
し
、
肱
川
町
は
、
今
日
の
都
i

は
自
分
の
人
生
を
豊
か
な
楽
し
い
も

市
集
中
、
農
村
疲
弊
の
状
況
の
上
に
~
の
に
す
る
こ
と
だ
と
思
う
が
、
楽
し

さ
ら
に
ダ
ム
建
設
で
犠
牲
と
な
る
だ
~
く
は
わ
か
っ
て
も
豊
か
に
と
い
う
の

け
で
は
許
容
し
が
た
い
も
の
が
あ
り
~
も
金
銭
と
違
っ
て
わ
か
り
に
く
い
。

ま
す
。

~
ど
う
す
る
か
、
趣
味
を
も
つ
こ
と
も

ダ
ム
建
設
受
入
れ
の
条
件
は
、
肱
~
い
い
の
で
は
な
い
か

。

大
町
桂
月
先

川
町
及
び
住
民
の
利
益
が
守
れ
る
か
~
生
は「趣
味
の
有
無
は
人
生
苦
楽
の

将
来
展
望
が
開
け
る
か
、
地
域
振
興
~
岐
る
処
な
り
」
と
ま
で
い
わ
れ
て
い

は
可
能
な
の
か
、
そ
れ
ら
を
も
っ
て
~
る。
絵
、
書
、
短
歌
、
俳
句
な
ん
で

判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
、
自
~
も
い
い
、
始
め
る
と
モ
ノ
を
見
る
目

ら
そ
の
可
能
性
を
さ
ぐ
り
、
関
係
機
~
が
違
っ
て
く
る
。
少
し
は
深
く
眺
め

関
と
折
衝
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

~
る
こ
と
に
も
な
る
と
思
う

。
自
分
の

そ
し
て
、
「
河
辺
川
ダ
ム
に
関
す
~
人
生
の
充
実
は
最
も
大
切
な
風
お
こ

る
基
本
的
重
要
課
題
に
対
す
る
回
答
」
~
し
だ
。

お
よ
び
「
地
域
振
興
課
題
、
水
源
地
~
儲
か
る
か
儲
か
ら
ぬ
か

域
対
策
に
つ
い
て
の
回
答
」
、
さ
ら
i

人
を
動
か
す
も
の
は

に
建
設
要
請
時
に
三
者
か
ら
示
さ
れ
~
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

た
五
ハ
存
共
栄
を
基
本
と
し
、
建
設
~

に
伴
う
影
響
か
ら
生
ず
る
諸
問
題
に
~

つ
い
て
は
建
設
省
•
愛
媛
県
・
受
益

-

者
の
緊
密
な
連
け
い
の
も
と
誠
心
誠

i

意
解
決
に
努
力
す
る
」
と
い
う
誓
約

i

（
町
長
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を
信
じ
て
、
肱
川
町
の
新
た
な
町
づ

く
り
に
努
力
す
べ
き
だ
と
決
意
し
ま

し
た
。そ

し
て
、
こ
の
よ
う
な
事
柄
に
つ

き
、
町
民
各
位
の
ご
理
解
が
頂
け
た

も
の
と
判
断
し
、
こ
こ
に
建
設
要
請

を
受
諾
い
た
し
ま
す
。

い
ま
こ
こ
に
、
町
の
将
来
を
左
右

す
る
意
志
決
定
を
す
る
に
当
た
っ
て

私
は
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身
の

町
長
は
、
河
辺
川
ダ
ム
に
つ
い
て

受
け
入
れ
る
旨
表
明
さ
れ
、
こ
こ
に

ダ
ム
建
設
が
幾
多
の
経
緯
を
経
て
よ

う
や
く
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。私

は
、
河
辺
川
ダ
ム
対
策
特
別
委

員
長
の
立
場
と
し
て
、
こ
の
際
一
言

意
見
を
申
し
述
べ
ま
す
。

当
委
員
会
は
、
昨
年
三
月
の
前
期

委
員
会
の
中
間
報
告
を
受
け
て
新
た

に
発
足
し
、
ダ
ム
問
題
に
つ
い
て
積

極
的
に
対
応
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

委
員
会
の
、
ダ
ム
建
設
受
諾
に
対

す
る
基
本
認
識
は
「
共
存
共
栄
を
基

調
と
し
た
振
興
方
策
の
樹
立
と
関
係

地
域
住
民
と
の
合
意
形
成
」
で
あ
り

こ
れ
が
か
な
う
な
ら
ダ
ム
建
設
受
け

入
れ
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
委
員

会
と
し
て
も
、
町
長
に
対
し
種
々
要

議
員
か
ら
の
意
見

引
き
締
ま
る
も
の
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
幾
多
の
困
難
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
解
決
に
全
力
を

尽
く
す
こ
と
で
、
責
任
を
果
た
し
て

い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

議
員
各
位
の
ご
協
力
と
町
民
の
皆

さ
ん
が
、
新
し
い
町
づ
く
り
に
心
を

―
つ
に
し
、
情
熱
を
燃
や
し
て
下
さ

る
よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
次
第
で
す
。

望
、
提
言
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
町
長
に
は
先
般
来
の
関
係
地
域

及
び
国
・
県
・
受
益
地
域
等
と
の
連

日
連
夜
の
懇
談
、
折
衝
へ
の
努
力
に

対
し
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。そ

し
て
、
そ
の
成
果
と
し
て
提
示

さ
れ
た
振
興
方
策
等
の
内
容
は
、
ほ

ぼ
容
認
で
き
、
そ
の
他
諸
々
の
用
件

も
ほ
ぼ
整
い
、
ダ
ム
建
設
受
け
入
れ

は
や
む
を
得
な
い
も
の
と
受
け
と
め

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
受
け
入
れ
を
表
明
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
ダ
ム
建
設
は

本
格
的
に
進
行
す
る
こ
と
と
な
り
、

こ
れ
か
ら
重
大
な
時
期
を
迎
え
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

町
長
に
対
し
、

一
層
の
努
力
を
要

望
し
、
議
会
と
し
て
も
町
長
と
一
丸

と
な
っ
て
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。

中央部で握手する藤崎所長と大野町長

久
下
ト
ン
ネ
ル
貫
通

ー

九
七
号
鹿
野
川
道
路
ー

ユニ：ークたこ多り芦サ杉C)朽交唾号芸引戎
（大谷小学校）

大
谷
小
学
校
校
舎
新
築

工
事
は
、
昨
年
の
八
月
二

十
四
日
に
起
工
式
を
行
い
、

順
調
に
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど

立
派
に
完
成
し
ま
し
だ
。

新
し
い
校
舎
は
上
か
ら

見
る
と
、
十
四
角
形
で
す
。

鉄
筋
二
階
建
て
、
廷
べ
面

積
八
百
三
十
平
方
メ

ー
ト

レ
。

J
 

一
階
は
職
員
室
、
会
議

室
、
保
健
室
、
家
庭
科
室

な
ど
。
二
階
は
普
通
教
室

四
室
と
音
楽
室
、
図
書
室

な
ど
で
す
。
二
階
の
中
央

は
吹
き
抜
け
か
ら
自
然
光

を
取
り
入
れ
た
多
目

的
広
場
と
な
っ
て
お

り
、
移
動
式
の
壁
を

動
か
せ
ば
、
周
囲
の

普
通
教
室
と
つ
な
が

り
、
一
体
的
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。総

事
業
費
は
二
億

四
百
八
十

一
万
―
―
千

円
で
す
。
こ
の
新
し

い
校
舎
で
四
月
か
ら

は
二
十
四
人
の
児
童

が
勉
強
を
始
め
ま
す
。

な
お
落
成
式
は
四
月

二
十
六
日
に
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

三
月
十
日
、
工
事
関
係
者
等
が
久

下
ト
ソ
ネ
ル
の
坑
内
に
集
ま
り
、
貫

通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
貫
通
発
破
が
行
わ
れ
、
藤

崎
建
設
省
大
刑
工
事
事
務
所
長
と
大

野
町
長
の

二
人
が
発
破
の
ス
イ
ッ
チ

を
押
す
と
、
大
き
な
発
破
音
が
坑
内

に
伝
わ
り
、
無
事
に
貫
通
。

参
加
者
は
こ
の
あ
と
発
破
地
点
に

移
動
し
、
場
所
が
清
め
ら
れ
る
と、

来
賓
の
代
表
が
左
右
に
分
か
れ
て
ト

ソ
ネ
ル
の
中
央
部
で
握
手
。

次
に
酒
樽
が
運
び
込
ま
れ
酒
樽
の

交
換
。
こ
の
あ
と
、
鏡
開
き
が
行
わ

冒

れ
参
加
者
全
員
で
乾
杯
、
最
後
に
万

歳
三
唱
を
行
い
無
事
に
式
を
終
了
し

ま
し
た
。

こ
の
あ
と
場
所
を
肱
川
町
公
民
館

に
移
動
し
て
、
貫
通
祝
賀
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

な
お
久
下
ト
ソ
ネ
ル
は
、
平
成
五

年
四
月
に
供
用
開
始
さ
れ
る
見
込
み

で
す
。

完 成 し た 大 谷 Il ¥ 学 校
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度当iJJ予算総額

1 2万7千円
600万円でスタート～

議会費
衛生費
商工費
予備費
災害復旧費

51,586(2.0%) 
61,298(2.4%) 
37,059(1.4%) 
6,585(0.3%) 
1,045(0.0%) 

公債費
509,613 
(19.8%) 

教育費
197,339 
(7.7%) 

総務費
419,848 
(16.3%) 

〔図 2〕歳出

平
成
四
年
度
肱
川
町
当
初
予
算
が
、
町
議
会
三
月
定
例
会
で
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
は
、
二
十
五
億
七
千
六
百
万
円
で
前
年
度
の
当
初
予
算

と
比
べ
、
五
億
四
千
八
百
万
円
（
二
七

・
O
%）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
国
民
健
康
保
険
他
四
の
特
別
会
計
の
総
額
は
、
前
年
度
当
初
予
算

に
比
べ
‘
＿
億
七
千
七
百
五
十
二
万
七
千
円
増
の
七
億
六
千
六
百
十
二
万

七
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
財
政
は
依
然
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
建
設
事
業
の
推
進

を
図
り
な
が
ら
、
新
し
い
町
創
造
計
画
事
業
・
風
お
こ
し
運
動
事
業
の
推

進
・
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
に
よ
る
住
民
福
祉
の
向
上
、
さ
ら

に
教
育
・
産
業
・
福
祉
基
金
の
充
実
を
は
か
り
町
の
活
性
化
を
期
し
て
お

り
ま
す
。

〔図 3〕一般会計予算性質区分

般

会

計

予

算

平
成
四
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
は
、

投
資
的
経
費
に
お
い
て
、
重
点
事
業

を
中
心
と
し
た
予
算
と
し
、
国
・
県

の
補
助
事
業
採
択
に
合
わ
せ
順
次
肉

付
け
を
行
っ
て
い
く
事
と
し
て
い
ま

す。

〔歳入〕
歳入の裏づけとなる収入は図

(1)に表しています。これを見

ますと国から交付される地方交

付税十一億八千六百万円（四六．

-％）地方債五億六千九十万円

（ニ―・八％）国庫支出金一億五

千――一百万円（五・九％）県支出金

二億千六百万円（八•四％）等が主なものです。また町内で集め

られる税金は一億三千六百万円

（五・三％）となりこれを一人当

／ ／ 

義務的経費 987,531千円(38.4%)

・人件費 468,599千円(18.2%)

・扶助費 9,319千円(0.4%)

・公債費 509,613千円(19.8%)

／フ

投資的経費 1,216,073千円(47.2%)

・普通建設事業費 1,215,028千円(47.2%)

・災害復旧事業費 1,045千円(0.0%)

／ ／ 

その他 372,396千円(14.4%)

・物件費 182,712千円(7.1%)

・補助費 119,271千円(4.6%)

•その他 70,413千円(2.7%)
／ 

り
で
見
る
と
三
万
九
千
円
と
な
り
ま

す
。
（
表
3
)

こ
の
よ
う
に
自
主
財
源
が
少
な
く

財
源
の
大
部
分
を
国
や
県
に
依
存
し

て
い
る
弱
い
体
質
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
常
に
国
・
県
等
の
動
向
を

的
確
に
と
ら
え
、
補
助
金
等
の
確
保

を
行
い
健
全
な
財
政
運
営
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

〔
歳
出
〕

一
般
会
計
予
算
歳
出
（

二
十
五
億

七
千
六
百
万
円
）
を
構
成
比
で
表
し

た
の
が
図
(
2
)
の
円
グ
ラ
フ
で
す
。

町
の
基
盤
で
あ
る
農
林
業
の
振
興
に

二
億
――一
千
四
百
万
円
（
九

・
一
％
）
ま

た
、
民
生
費
が
四
億
七
千
五
百
万
円

（
一
八
•
四
％
）
公
債
費
が
五
億
九
百

万
円
(
+
九
・
八
％
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
歳
出
を
性
質
別
に
分
類
し
た
の

が
図
(
3
)

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
ま

す
と
普
通
建
設
事
業
が
十
二
億
千
六

百
万
円
で
歳
出
予
算
の

四
七

・
ニ
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

平
成
四
年
度
の
主
な
予
算
は
表

(
1
)
に
表
し
て
い
ま
す
が
、

ふ
る
さ

と
創
生
事
業
費
千
八
百
万
円
、

地
域

個
性
形
成
事
業
費
七
千
五
百
万
円
、

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ソ
タ
ー
建
設
事

業
費
に
一
＿一
億
五
千
四
百
万
円
、
防
災

無
線
整
備
事
業
費
に

二
億
六
千
―
―一
百

万
円
を
計
上
し
、
限
り
あ
る
財
源
の

中
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
に

効
率
的
な
配
分
を
図
っ
た
予
算
と
し

て
い
ま
す
。
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〔表 1〕 主な事業と予算
（単位：千円）

昇 主な事業 予算額 閂 主な事業 予算額

財産管理費 48,477 林 林業振興費 49,555 

総 電算導入費 13,276 業 策間伐促進強化対 3,216 

ダム対策費 14,128 費 林道整備事業費 5,047 

務 業業地ふ費域る一個さと創生事 18,100 商 商工振興費 4,066 

性形成事 75,119 工 観光費 15,115 

費
費 交流促進費 3,862 

土
道路維持費 15,082 

民 老人福祉費 27,985 道路新設改良費 89,015 
木

対が策け事く業ず費れ防災生 老人福祉施設費 354,470 14,504 

費 児童福祉施設費 23,948 
費

住宅建設費 84,629 

衛
予防費 10,273 消 非常備消防費 17,379 

葬祭施設費 9,963 防 常備消防費 41,840 
生

費清掃費 12,217 防災無線整備費 263,333 

費
総合管理費 18,005 

教

農
農業振興費 30,242 小学校費 19,562 

= 自

業 土地改良費 84,505 中学校費 11,518 

費 農事村業総合モデル 10,106 
費

幼稚園費 23,130 

／
 

〔表 2〕 特別会計予算

国 民健康保険特 別 会 計

簡 易水道特別会計

住宅新築資金等貸付特別会計

老人保健特別会計

土地取得特別会計

計

256,000千円

60,200千円

3,100千円

296,800千円

150,027千円

766,127千円

⑲
 

園 謡

平成4年

33億4,2
～一般会計25億7,

地方譲与税
43,000(1.7% 
利子割交付金

) I〔図 1〕歳入
8,000(0.3%) 
自動車取得税交付金
25,000(1.0%) 
分担金負担金
5,860(0.2%) 
使用料手数料
36,045(1.4%) 
財産収入
12,400(0.5%) 

交通安全対策特別交付金
1,100(0.0%) 

寄叩
244(0.0%) 
繰入金
77,599(3.0%) 
繰越金
100,000(3.9%) 
諸収入
13,734(0.5%) 

地方債
560,900 
(21.8%) 

地方交付税
1,186,090 
(46.1%) 

〔表 3〕 町民 1人当り

～一般会計～

[ 4. 3.3'3~ 現在
3, 479人］

•町税

．歳出額

39,172円

740,443円
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3月定例会で大野町長所信表明

平
成
4
年
度
の
基
本
方
針
を
定
め

諸
施
策
の
大
綱
を
決
定
す
る
三
月
定

例
議
会
は
、
去
る
一
＿一
月
十
二
日
に
召

集
さ
れ
八
日
間
の
会
期
で
町
長
か
ら

提
出
さ
れ
た

二
f
九
の
議
案
と
議
員

提
出
の
一
議
案
を
審
議
、
全
議
案
に

つ
い
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
て
、
十

九
日
に
閉
会
し
た
。

議
案
説
明
に
先
立
ち
、
町
長
よ
り

平
成
四
年
度
に
望
み
、
「
新
し
い
町

創
造
」
を
視
点
と
し
た
所
信
表
明
が

あ
り
、
こ
の
「
新
し
い
町
創
造
計
画
」

を
肱
川
町
の
基
本
計
画
と
し
た
い
と

の
意
向
が
述
べ
ら
れ
た
。

河
辺
川
ダ
ム
建
設
受
入
れ
に
つ
い

て
は
諸
般
の
事
情
が
あ
る
と
し
て
表

明
を
さ
れ
な
か
っ
た
。

尚
、
一
般
質
問
は
一＿
一
議
員
か
ら
五

項
目
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。

三
月
議
会
の
開
会
に
当
り
、
所
信

の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す。
わ
が
国
の
高
齢
化
の
特
色
は

一
九

九
0
年
―

二
％
が
、

二
0
二
0
年
に

は
二
五
・
ニ
％
と
そ
の
ス
ピ

ー
ド
が

早
い
こ
と
、
そ
の
結
果
後
期
高
齢
者

が
多
く
な
る
こ
と
変
化
が
都
市
集
中
、

工
業
化
の
中
で
進
ん
で
い
る
こ
と
な

ど
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
肱
川
町
で
は
既
に

二
四
％
に
達

し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

過
疎
化
に
つ
い
て
も
人
口

三
、
五
〇

0
を
切
ろ
う
と
し
て
お
り
人
口
、
戸

数
減
少
が
続
い
て
い
る
こ
と
は
ご
承

知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
転
換
し
て
い

く
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。
そ
の

こ
と
を
懸
命
に
考
え
て
ま
い
り
ま
し

た
。
到
底
私
の
力
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
時
代
の
変
化
に

右
往
左
往
す
る
こ
と
な
く
自
己
確
立

を
し
、
自
ら
の
意
識
、
感
覚
の
転
換

を
図
り
、
わ
が
町
を
創
造
し
て
い
く

気
概
を
も
っ
て
前
進
し
て
い
く
以
外

に
な
い
と
考
え
『
新
し
い
町
創
造
計

画
』
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
議
会
に
計
画

を
提
ホ
し
、
肱
川
町
の
基
本
構
想
と

し
て
認
定
い
た
だ
き
、

今
後
計
画
実

現
に
全
力
を
傾
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

風
お
こ
し
運
動
を
始
め
て
五
年
余

を
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
地
域
活
性

化
の
基
本
は
風
お
こ
し
に
あ
る
と
い

う
思
い
に
変
り
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

に
住
む
者
自
身
が
や
る
気
を
お
こ
し
、

知
恵
を
出
し
あ
い
創
造
工
夫
し
地
域

の
潜
在
的
可
能
性
を
引
き
出
し
頑
張

る
以
外
に
な
い
訳
で
あ
り
ま
す
。

肱
川
町
に
は
他
に
な
い
素
晴
ら
し

い
資
源
が
あ
り
ま
す
。
変
化
に
富
ん

だ
自
然
景
観
、
山
、
川
、
ダ
ム
、
湿

泉
、
花
、
高
速
交
通
時
代
を
控
え
た

立
地
条
件
、
歴
史
と
文
化
、
人
材
。

わ
れ
わ
れ
は
自
信
を
も
っ
て
そ
れ
ら

の
資
源
を
生
か
し
て
い
く
努
力
を
し

第
＿
資
源
を
生
か
す

風の博物館完成予想回
第

（ 
-. -

ヽ、, ．.
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な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
地
を
つ
く
る

し
か
し
な
が
ら
生
産
条
件
は
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
圃
場
整
備
を

進
め
平
地
を
つ
く
り
発
展
の
甚
盤
を

整
え
た
い
。
肱
川
町
に
は
平
地
が
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
一
点
集
中
の
町
づ
く

り
は
不
可
能
で
あ
り
ま
す
。
目
的
別

風 の 博 物 館 の 完 成 予 想 図

拠
点
集
積
を
図
っ
て
い
く
し
か
な
い

と
考
え
ま
す
。
桂
川
の
用
地
買
収
を

終
え
ま
し
た
の
で
大
駄
場
を
中
心
と

す
る
観
光
産
業
集
積
、
道
野
尾
の
福

祉
拠
点
づ
く
り
、
河
辺
川
ダ
ム
の
影

響
を
う
け
る
岩
谷
の
地
域
づ
く
り
、

鹿
野
川
町
づ
く
り
、
目
的
に
沿
っ
た

地
域
形
成
を
図
っ
て
い
く
べ
き
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
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花
の
町
、
温
泉
の
町
、
ダ
ム
の
町

な
ど
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
の
で
そ
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。
温
泉
も
各
所
に
良
質
泉
の
存
在

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
掘
削
し

多
目
的
利
用
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
『
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
町
』
と
い
う
新
た
な
偲
性
を

加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
信
と
自

立
精
神
で
誇
り
得
る
個
性
的
地
域
を

自
前
で
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
、
競

争
時
代
の
課
題
と
考
え
挑
戦
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。

新
し
い
町
創
造
計
画
は
目
標
を
明

確
に
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、

平
成
四

年
を
新
し
い
町
創
造
元
年
と
し
て
大

⑲

”
型
事
業
へ
の
取
組
を
は
じ
め
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
予
算
化

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

•

町
づ
く
り
対
策
事
業

•

新
エ
ネ
発
電
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス

ト
事
業

な
ど
で
平
成
四
｛
五
年
の
継
続
事
業

と
し
て
風
の
博
物
館
を
建
設
し
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
知
る
。
人
を
集
め

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
、
新
産
業
を

つ
く
る
情
報
拠
点
、
肱
川
観
光
の
核

と
な
る
施
設
と
し
、

・
地
域
個
性
形
成
事
業

・
ア
グ
リ
ト
ピ
ア
推
進
事
業

な
ど
で
風
の
キ
ャ
ソ
プ
村
、
風
車
村

の
り
も
の
広
場
な
ど
周
辺
整
備
を
進

め
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

゜
一-

第
二
町
の
個
性
を
つ
く
る

謡

第
五
住
み
た
い
町
を
つ
く
る

農
業
の
新
し
い
生
産
形
態
を
つ
く

り
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
を
上
げ

る
た
め
、
農
業
農
村
活
性
化
構
造
改

善
事
業
で
高
密
度
生
産
施
設
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
施
設
を
つ
く
り
、

企
業
的
生
産
を
行
い

一
般
施
設
栽
培

も
拡
大
し
、
生
産
転
換
を
図
り
た
い
。

農
村
総
合
整
備
事
業
、
林
業
山
村
活

性
化
構
造
改
善
事
業
、
新
山
村
振
興

事
業
な
ど
も
予
定
し
て
お
り
、
基
盤

整
備
、
各
種
産
業
振
興
策
を
講
じ
農

林
、
観
光
、
交
流
、
商
工
、
融
合
の

活
力
づ
く
り
を
目
標
と
し
た
い
考
え

で
あ
り
ま
す
。

住
み
た
い
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思

え
る
町
っ
く
り
、
定
住
条
件
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
は
、

・
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ソ
タ
ー

建
設

・
ヘ
き
地
保
育
所

・
高
齢
者
住
宅

な
ど
を
道
野
尾
に
建
設
し
、
福
祉
ゾ
ー

ソ
の
形
成
を
図
り
『
人
に
や
さ
し
い

町
』
の
施
設
と
し
て
福
祉
向
上
を
図

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

・
防
災
無
線

も
老
朽
化
し
ま
し
た
の
で
今
年
度
―

―

億
五
0
0
0
万
円
で
全
面
改
築
い
た

し
ま
す
。

第
四

活
力
を
つ
く
る

道野尾福祉施設
大
谷
小
学
校
が
近
く
完
成
い
た
し

ま
す
。
地
域
に
新
し
い
風
が
興
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
教
育
施
設
の
残
る
課
題
も
順

次
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
授
業

へ
の
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
、
行
政

第
六

教
育
文
化
の
町
づ
く
り

道 野 尾 福 祉 ソ
‘、 ン の 完 成 予 木目

,ê 図

公
共
業
務
処
理
、
風
の
博
物
館
等
の

情
報
機
能
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
い
さ
さ

か
で
も
情
報
化
時
代
へ
の
適
応
研
鑽

に
努
め
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。
経

済
は
人
間
生
活
の
基
礎
条
件
で
は
あ
っ

て
も
最
終
目
標
で
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

文
化
の
豊
さ
な
く
て
真
の
生
活
の
豊

さ
は
無
い
と
い
え
る
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。
特
色
あ
る
文
化
施
設
と
し
て
の

『
風
の
博
物
館
』
を
早
く
完
工
し
た

第
八 今

回
の
計
画
で
は
基
本
的
考
え
方

を
述
べ
る
に
と
ど
め
て
お
り
ま
す
。

行
財
政
制
度
等
を
変
え
る
こ
と
は
一

方
的
に
行
う
べ
き
も
の
で
な
く
、
住

民
と
の
コ
ソ
セ
ソ
サ
ス
を
と
り
な
が

ら
対
処
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
一
年
間
く
ら
い
時
間
を
か
け
て

具
体
的
検
討
を
し
、
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。
要
は
住
民
を
主
体
に
し
た

考
え
方
で
、
効
率
化
を
図
る
こ
と
職

員
の
資
質
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

河
辺
川
ダ
ム
も
十
年
を
経
過
し
ま

し
た
。
そ
の
間
の
住
民
の
不
安
、
焦

燥
は
は
か
り
知
れ
ぬ
も
の
が
あ
り
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
解
決
を
先
送
り
に

し
て
お
り
ま
し
て
も
決
し
て
肱
川
の

。フ
ラ
ス
に
は
な
ら
な
い
。
早
く
区
切

り
を
つ
け
、
ダ
ム
も
新
し
い
町
創
造

の
課
題
と
し
て
最
大
の
可
能
性
を
探

る
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
諸
般
の
事
情
も
あ
り
、
今
定
例
会

で
は
受
入
れ
表
明
は
し
な
い
こ
と
と

い
た
し
ま
す
。
改
め
て
機
会
を
持
ち

議
会
の
判
断
を
賜
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

「
新
し
い
町
創
造
」
「
ダ
ム
」
と
肱

川
町
は
今
後
大
ぎ
な
課
題
を
抱
え
、

社
会
情
勢
の
急
激
な
変
化
の
中
で
強

第
七

ダ
ム
活
用
の
町
づ
く
り

行
財
政
の
効
率
化

い
も
の
だ
と
思
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。



仙。4。湧｝ ⑲ ⑩ ; 屈植岬 (8)

力
な
町
づ
く
り
対
応
を
進
め
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
型
事
業
も
ど

ん
ど
ん
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す。

行
政
の
役
割
も
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ

て
き
ま
す
が
、
施
設
運
営
等
す
べ
て

を
行
政
で
直
接
対
応
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
り
ま
す
。
効
率
性
、

迅
速

性
等
を
考
慮
し
、
企
業
的
運
営
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

念
願
し
て
お
り
ま
し
た
ひ
じ
か
わ
開

発
株
式
会
社
を
国
、
県
の
支
援
を
う

け、

出
資
者
の
協
力
を
得
て
発
足
さ

す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
の
課

題
に
有
効
な
対
応
が
出
来
る
体
制
が

で
き
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

時
あ
た
か
も
平
成
五
年
は
立
町
五

十
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
で
あ

り
ま
す
。
単
に
そ
の
日
を
祝
う
と
い
っ

た
こ
と
で
な
く
、
立
町
五
十
年
の
年

を
肱
川
町
飛
躍
の
年
と
す
べ
く
平
成

四
年
度
よ
り
準
備
に
入
り
た
い
考
え

で
す
。

立
町
五
十
年
、
ま
た
ダ
ム
に
よ
る

大
変
化
を
目
前
に
し
、
そ
の
責
任
の

重
大
さ
を
想
い
つ
つ
、

こ
こ
に
新
し

い
町
創
造
へ
の
出
発
を
い
た
し
ま
す
。

町
民
各
位
の
一
致
団
結
と
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
所
信
表
明
を
終
わ

り
ま
す
。

鹿
野
川
商
店
街
は
今
日
ま
で
地
域

経
済
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
が
、
最
近
の
消
費
者
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
、
車
社
会
の
進
展
、
大

型
店
等
と
の
競
合
激
化
等
に
加
え
過

疎
化
に
よ
る
商
圏
人
口
の
減
少
、
経

営
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
難
等
か
ら

そ
の
存
続
す
ら
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に

な
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
難
局
に
あ
た
り
、
商
業
者
の

や
る
気
は
勿
論
大
事
で
は
あ
り
ま
す

が
、
行
政
の
精
極
的
な
商
業
政
策
が

是
非
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す。
商
工
会
で
は
本
年
度
中
小
商
業
活

性
化
事
業
に
よ
り
、

商
店
街
再
開
発

計
画
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
が、

町

の
策
定
す
る
新
し
い
町
創
造
計
画
と

の
整
合
性
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
又
、

河
辺
川
ダ
ム
建
設
受
入

れ
を
し
た
場
合
、
鹿
野
川
商
店
街
に

ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
の
か
ど
う

か
、
影
響
の
出
る
場
合
は
振
興
計
画

で
の
位
置
づ
け
、
議
論
の
場
づ
く
り

等
に
つ
い
て
町
長
の
お
考
え
を
お
伺

い
し
ま
す
。

〔町
長
〕
人
口
減
少
、
産
業
不
振
、

社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で
、
商
業
人

口
が
非
常
に
苦
し
い
状
況
に
あ
る
こ

◎
鹿
野
川
商
店
街
再
開
発
計
画

に
つ
い
て

◎
大
型
事
業
実
施
に
よ
る
町
財
政

運
営
と
執
行
体
制
に
つ
い
て

と
は
承
知
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

又、

行
政
の
役
割
が
重
大
な
こ
と
も

分
か
っ
て
お
り
ま
す
。
新
し
い
町
創

造
計
画
は
基
本
構
想
で
あ
り
、
細
部

の
整
合
性
は
整
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

商
業
の
基
本
は
、
商
業
者
自
ら
の

努
力
と
創
意
に
関
わ
る
わ
け
で
す
け

れ
ど
も
、
私
は
商
業
は
総
合
産
業
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
自
分
だ
け
の

努
力
と
い

っ
た
こ
と
で
な
く
て
、
や

は
り
全
体
の
中
で
や
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
行

政
を
含
め
ま
し
て
地
域
の
連
帯
の
振

興
を
図
っ
て
い
く
べ
き
、
そ
の
よ
う

な
観
点
で
合
後
再
開
発
計
画
も
検
討

し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

河
辺
川
ダ
ム
受
入
れ
後
の
商
店
街

が
受
け
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
計
画

が
ま
だ
未
決
定
で
あ
り
、
合
申
し
上

げ
る
段
階
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ダ
ム
の

新
局
面
を
迎
え
ま
し
た
ら
組
織
体
制

を
つ
く
っ
て
充
分
な
議
誦

・
研
鑽
、

研
究
の
で
き
る
場
づ
く
リ
を
い
た
し

ま
し
て
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
貝
も
充

分
反
映
し
な
が
ら
、
街
づ
く
リ
を
進

め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
四
年
度
か
ら
予
定
さ
れ
て
い

る
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ソ
タ
ー
建
設

や、

風
の
博
物
館
建
設
、
そ
し
て
又

引
き
続
き
平
成
五
年
度
か
ら
計
画
さ

れ
て
い
る
大
型
事
業
等
の
実
施
に
よ

り
財
政
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
適
正
な
財
政
運
営
が
出
来

る
の
か
ど
う
か
、
今
後
五
年
間
の
財

政
計
画
に
つ
い
て
そ
の
見
通
し
を
明

ら
か
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
又
、
高
齢
者
生
活
福
祉
セ

ソ

タ
ー
及
び
風
の
博
物
館
の
建
設
後
に

お
け
る
維
持
管
理
、
運
営
と
収
支
計

画
等
は
ど
う
な
る
の
か
、
基
本
的
な

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

〔町
長
〕
中
央
に
は
地
方
は
豊
か
で

あ
る
と
い
う
誦
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
こ
う
し
て
何
か
事
業
を
し
よ
う

と
す
る
と
皆
さ
ん
に
財
政
の
心
配
を

さ
さ
な
け
れ
ば
い
け
ん
。
自
主
財
源

の

一
億
円
、
二
億
円
で
頭
を
う
ず
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
で
地
方

が
豊
か
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
り
ま

し
ょ
う
か
。

集
中
繁
栄
の
中
で
新
し
い
地
方
を

築
く
た
め
に
は
我
々
も
思
い
切
っ
た

施
策
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
私
も
常
に
そ
の
よ
う
な
念
願

を
も
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
先
ず
、

財
政
蓄
積
を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
な

け
れ
ば
ど
う
に
も
な
ら
な
い
わ
け
で

あ
り
ま
す
。
ほ
ん
の
少
し
の
蓄
積
が

出
釆
ま
し
た
。
国
も
財
政
支
援
、
地

方
振
興
の
支
援
を
し
て
く
れ
て
い
る

よ
う
な
状
況
に
現
在
あ
り
ま
す
の
で

合
取
り
組
む
べ
き
時
期
で
あ
る
と
判

断
を
い
た
し
ま
し
て
大
型
事
業
の
計

画
も
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
計
画
の
用
地
代
だ

け
で
も
三
億
円
近
く
か
か
り
ま
す
。

財
政
は
誠
に
苦
し
い
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
大
き
な
仕
事
を
す
る
と
き
は
、

小
さ
い
こ
と
は
我
慢
を
し
て
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
行
財
政

改
革
も
や
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と

で
、
い
ろ
い
ろ
努
力
も
し
て
や
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

五
年
間
の
財
政
計
画
を
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
今
明
確

に
出
来
る
ほ
ど
ゆ
と
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。

一
年

一
年
の
努
力
、
や
り
く
り

算
段
、
し
か
も
慎
重
に
対
処
し
て
参

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
維
持

運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
補
助

の
状
況
と
の
関
連
等
に
つ
い
て
協
議

会
で
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

又
、
そ
う
い
う
形
、
内
容
で
あ
り
ま

し
て
も
そ
れ
だ
け
で
は
財
政
対
応
出

来
ま
せ
ん
の
で
、
町
の
組
織
体
制
も

改
編
を
し
て
対
応
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
辺
に
つ
き
ま
し
て
も
、
も
っ
と

時
間
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

風
の
博
物
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、

基
本
的
に
ひ
じ
か
わ
開
発
株
式
会
社

に
委
託
運
営
を
考
え
て
お
り
ま
す
が

平
成
四
年
、
五
年
の
継
続
事
業
で
し

て
、
ま
だ
か
な
り
の
時
間
を
要
し
ま

す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
の

で
、
又
、
慎
重
に
充
分
検
討
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で

本
日
の
と
こ
ろ
は
充
分
の
お
答
え
が

出
来
な
い
訳
で
あ
り
ま
す
。
お
許
し

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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◎
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

先
の
議
員
協
議
会
に
お
い
て
町
長

は
「
町
内
の
散
在
し
て
い
る
泉
源
開

発
は
可
能
で
あ
る
」
と
の
話
を
さ
れ

ま
し
た
が
、
平
成
四
年
度
に
お
い
て

ボ
ー
リ
ソ
グ
等
泉
源
開
発
に
着
手
さ

れ
る
の
か
ど
う
か
お
伺
い
し
ま
す
。

肱
川
町
の
観
光
開
発
に
は
温
泉
は

不
可
欠
で
あ
り
、
泉
源
開
発
に
よ
っ

て
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
自
然
に
温
泉

を
プ
ラ
ス
し
て
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

の
と
お
り

「
湖
と
温
泉
の
町
」
に
ふ

さ
わ
し
い
対
策
を
早
急
に
講
じ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

尚
、
県
の
温
泉
審
議
会
の
許
可
期
間

は
一
年
間
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
点
に
つ
い
て
も
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。

〔
町
長
〕

温
泉
審
議
会
の
許
可
も
受

け
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
し
、
下
石

丸
の
掘
削
も
や
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、

先
日
も
工
事
関
連
で
新

し
い
湧
出
地
が
出
て
参
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
事
で
い
ろ
ん
な
状
況
が
生

ま
れ
、
非
常
に
各
所
に
良
質
泉
の
存

在
と
い
う
も
の
が
確
認
さ
れ
て
お
り

ま
す
。そ

う
い
う
こ
と
で
暫
く
検
討
も
し

て
、
方
針
を
決
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
三
年
九
月
定
例
会
に
お
い
て

私
の
質
問
に
対
し
て
、
町
長
は
正
山

の
瓜
畦
住
宅
団
地
が
好
評
で
あ
っ
た

◎
観
光
資
源
の
開
発
に
つ
い
て

の
で
、
順
次
、
各
地
区
に
安
い
宅
地

を
造
成
し
て
い
き
た
い
と
言
わ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
全
国
各
町
村
に
お
い
て
も
地

域
の
生
き
残
り
を
か
け
て
、
諸
々
の

活
性
化
方
策
を
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

お
隣
の
河
辺
村
に
お
い
て
も
約
六
億

円
の
巨
費
を
投
じ
て
「
ふ
る
さ
と
公

園
」
の
整
備
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
ど
こ
と
も
人
口
は
年
々
減

少
一
途
で
あ
り
、
こ
れ
と
い
っ
た
決

め
手
に
は
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
、
都
市
か
ら
こ
の
肱
川
町

へ
移
り
住
ん
で
く
れ
る
こ
と
に
対
し

可
能
性
を
さ
ぐ
り
、
充
分
な
対
策
を

講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
が
、
町
長
は
次
の

二
点
に

対
し
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る

の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

①
住
宅
団
地
を
各
地
区
に
つ
く
ら
れ

る
予
定
に
つ
い
て

②
規
模
等
内
容
に
つ
い
て

〔町
長
〕
瓜
鮭
住
宅
団
地
は
多
く
の

人
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
し
、
新

し
く
住
宅
の
建
設
も
始
ま
っ
た
よ
う

で
あ
り
ま
す
。
有
意
義
な
事
業
で
あ
っ

た
と
思
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
し
合
後

も
そ
う
い
う
課
題
を
検
討
し
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

住
宅
団
地
の
造
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
立
地
条
件
が
あ
り
、
各
地
区
に

造
る
と
い
う
ふ
う
な
ご
返
事
を
し
た

つ
も
り
で
は
な
い
わ
け
で
す
け
れ
ど

も
、
こ
の
際
に
は
っ
き
り
さ
せ
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
立
地
条
件

が
あ
り
ま
す
か
ら
何
処
に
で
も
や
れ

る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
適
地
を
選
び
ま
し
て
状
況
を
見

な
が
ら
第
二
次
計
画
を
や
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
但
し
分
散
住
宅

に
つ
い
て
は
、
私
は
取
り
組
み
を
し

ま
す
と
お
答
え
し
て
お
る
と
思
い
ま

す
。
各
地
域
に
定
住
促
進
と
い
う
よ

う
な
こ
と
で
必
要
が
あ
れ
ば
一
定
の

所
だ
け
で
な
く
、
分
散
し
た
住
宅
を

ゃ
っ
て
定
住
を
促
進
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
は
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
で
、
団
地
計
画
は

ま
だ
た
て
て
お
り
ま
せ
ん
の
で、

又

い
ろ
い
ろ
ご
意
見
を
賜
り
な
が
ら
令

後
の
課
題
と
し
て
認
識
は
い
た
し
て

お
り
ま
す
が
、
ご
了
承
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
と
こ
ろ
、
農
業
は
経
済
的
低

迷
が
続
き
、
国
に
お
い
て
も
斜
陽
産

業
的
扱
い
を
受
け
心
外
に
思
っ
て
お

り
ま
す
が
、
肱
川
町
に
と
っ
て
は
農

業
が
や
は
り
基
幹
産
業
で
あ
り
、
そ

の
振
興
育
成
は
大
切
で
あ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

農
家
に
と
っ
て
大
き
い
収
入
椋
で

あ
っ
た
稲
作
も
減
反
政
策
の
あ
お
り

を
受
け
、
従
来
の
方
法
で
は
や
っ
て

い
け
な
く
な
り
、
今
農
家
は
高
価
格

が
期
待
で
き
る
早
生
種
へ
の
切
り
替

え
、
裏
作
で
の
野
菜
づ
く
り
等
へ
力

を
入
れ

て
お
り
ま
す
。
又
、
他
の
作

物
に
つ
い

て
も
農
協
、
普
及
所
の
指

◎
営
農
指
導
専
門
員
に
つ
い
て

導
の
も
と
で
い
ろ
い
ろ
と
挑
戦
し
て

お
り
ま
す
が
、
や
は
り
、
高
品
質
、

公
収
益
を
目
指
す
た
め
に
は
強
力
な

庭
先
指
導
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、

町
に
営
農
専
門
指
導
員

を
お
く
こ
と
に
つ
い
て
農
家
は
期
待

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が

町
で
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
聞
い

て
お
り
ま
し

た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

て
い
る
の

か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
又
、
営
農

指
導
専
門
員
に
つ
い
て
町
長
は
ど
の

よ
う
に
考
え

て
お
ら
れ
る
の
か
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

〔町
長
〕
営
農
指
導
専
門
員
の
必
要

性
は
充
分
分
か
る
わ
け
で
す
が
、
設

置
し
た
い
と
も
考
え
ま
し
て
い
ろ
い

ろ
検
討
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

中
々
適
当
な
人
材
も
な
い
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
農
業
は
多
方
面
に
向
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
知
識
を
有
す
る
人
は
な

い
と
は
言
え
な
い
わ
け
で
す
が
、
中
々

オ
ー
）
マ
イ
テ
ィ
の
方
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、

一
人
設
置
し
た
か
ら
全
て

の
業
種
に
そ
れ
が
や
れ
る
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
従
っ
て
私

が
考
え
ま
す
の
に
は
、
現
在
は
受
身

で
指
導
を
受
け
る
時
代
で
は
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
庭

先
指
導
と
い
う
言
葉
も
私
は
余
り
好

き
で
は
な
い
。
合
は
も
う
時
代
遅
れ

の
言
葉
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
が
、
受
身
で
指
導
を
受
け
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
自
ら
積
極

的
に
指
導
を
受
け
る
と
、
自
分
の
必

要
な
指
導
を
自
ら
求
め
て
受
け
る
と

い
う
考
え
方
で
や
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
そ
う
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業

種
、
機
関
に
よ
り
ま
し
て
指
導
員
と

い
う
も
の
の
配
置
が
あ
る
わ
け
だ
か

ら
、
そ
れ
を
自
ら
他
人
以
上
に
利
用

す
れ
ば
い
い
わ
け
で
し
て
、
そ
の
こ

と
に
つ
き
ま
し
て
は
町
と
し
て
も
お

取
り
つ
ぎ
、
あ
っ
せ
ん
は
い
た
し
ま

す
し
、
そ
の
姿
勢
で
い
た
ず
ら
に
人

を
配
置
す
れ
ば
、
来
て
尻
を
た
た
い

て
く
れ
れ
ば
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で

な
く
て
、
自
ら
が
求
め
て
必
要
な
も

の
を
引
き
出
し
て
き
て
と
い
う
よ
う

な
考
え
方
で
い
く
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

尚
、
町
で
は
生
産
形
態
を
変
え
て

新
し
い
方
向
を
見
出
し
た
い
と
い
う

よ
う
な
計
画
も
持
っ
て
お
り
、
そ
の

成
果
を
横
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
い

う
ふ
う
な
将
来
展
望
を
画
い
て
、
い

ろ
い
ろ
計
画
を
い
た
し
て
お
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
辺
に
つ
き
ま

し
て
ご
指
導
を
得
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
答
弁
は
お
気
持
ち
に
沿
わ

な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
を

得
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
制
定

育
児
休
業
対
象
職
員
の
拡
大
等

◎
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
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償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

議

長

―
―
十
万
四
千
円
に
。

副

議

長

十

六
万
四
千
円
に
。

議

員

十

四

万

四

千

円

に

。

（
月
額
）

◎
肱
川
町
教
育
委
員
会
委
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
改
正

委

員

長

二

十

三
万
一
千
円
に
。

委

員

二

十

万

四

千

円

に

。

（
年
額
）

◎
報
酬
及
び
費
用
弁
償
額
並
び
に
支

給
方
法
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改

正各
種
委
員
等
の
報
酬
等
の
改
定

◎
肱
川
町
証
人
等
に
対
す
る
実
費
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

日
額

六

千

六
百
円
に
。

◎
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の

一
部
改
正

町

長

六

十

四

万

二
千
円
に
。

助

役

五

十

五

万

三
千
円
に
。

収

入

役

五

十

一
万
五
千
円
に
。

◎
肱
川
町
教
育
長
の
給
与

・
勤
務
時

間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る

条
例
の
＿
部
改
正

給

料

月

額

五

十
万
二
千
円
に
。

◎
肱
川
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

郡
内
町
村
と
の
均
衡
を
図
る
た
め

報
酬
改
定
。

◎
肱
川
町
投
票
管
理
者
等
の
報
酬
支

給
条
例
の
一

部
改
正

報
酬
の
改
定

◎
肱
川
町
代
替
自
動
車
施
設
の
設
置

及
び
管
理
運
営
等
に
関
す
る
条
例

の

一
部
改
正

運
賃
表
の
一
部
を
改
正
。

◎
肱
川
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

該
当
職
種
の
一
部
削
除
。

◎
肱
川
町
立
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
条

例
の
一

部
改
正

学
校
給
食
セ
ソ
タ
ー
運
営
を
教
育

委
員
会
へ
委
任
。

◎
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員

の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

育
児
休
業
に
関
す
る
改
正

◎
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

罰
金
額
の
引
き
上
げ
。

◎
肱
川
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一

部
改
正

分
娩
費
を
二
十
四
万
円
に
。

◎
肱
川
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
条

例
の

一
部
改
正

制
度
の

一
部
改
正
に
伴
い
貸
付
限

⑲
 

R 

◎
肱
川
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例

の

＿
部
改
正

給
水
区
域
の
変
更
。

謡植韓 (10)

◎
暴
力
団
の
根
絶
対
策
の
推
進
決
議

介護川品紹介コーナーについて

高
齢
化
に
伴
い
、
病
人
、

寝
た
き
り
老
人
が
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
ま
ご

こ
ろ
銀
行
を
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
家
庭
介
護
用
品
を

保
健
セ
ソ
タ
ー
に
そ
ろ
え
て

み
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
あ
る

な
か
か
ら
、
紙
オ
ム
ツ
・
オ

ム
ッ
カ
バ
ー
・
失
禁
用
パ
ソ

ツ
・
パ
ジ
ャ
マ
・
ポ
ー
タ
ブ

ル
ト
イ
レ
・
ポ
ー
タ
ブ
ル

ト

イ
レ

の
安
全
て
す
り
な
ど
の

見
本
品
を
数
点
用
意
し
て
い

ま
す
。

◎
平
成
四
年
度
各
会
計
当
初
予
算

（
六
件
）

◎
平
成
三
年
度
各
会
計
補
正
予
算

（
三

件）

◎
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
用

地
取
得
に
つ
い
て

所

在

大

字
宇
和
川
一
＿一
番
地
他
。

面
積

一
七、

0
九
二
平
方
メ

ー

ト
ル
（
二
十
筆
）

◎
町
道
等
路
線
の
認
定
及
び
廃
止

認

定

十

四

路

線

廃
止

一
路
線

度
額
等
の
引
き
上
げ
。
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ブ
ラ
ソ
コ
や
お
も
ち
ゃ
の
自
動

車
に
乗
っ
た
り
、
い
た
ず
ら
を
し

て
い
け
ま
せ
ん
。

元
気
で
明
る
＜
、
思
い
や
り
の

あ
る
子
に
、
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

お父さん
公生さん(35歳）

お母さん
恭子さん(33歳）

ぼ
く
は
、
車
が
大
好
き
な
ん
だ
。

だ
っ
て
、
か
っ

こ
い
い
も
ん
。
お

姉
ち
ゃ
ん
と
も
、
負
け
ず
に
け
ん

か
が
で
き
る
ん
だ
よ
。
ち
ょ
っ
ぴ

り
頑
固
な
所
は
誰
に
似
た
の
か
な
。

大
好
き
な
お
父
さ
ん
だ
っ
た
ら
い

い
な
。

え

り

か

沖
野
恵
理
加
ち
ゃ
ん
（
上
森
山
）

平
成

2
年

5
月
1
7
日
生

1
歳
11
か
月

l
-

―――――

-1-
‘‘
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お父さん
隆寿さん(30歳）

お母さん
仁見さん(30歳）

松
本
尚
也
く
ん
（
小
藪
）

平
成

2
年

5
月
1
8
日
生

1
歳
11
か
月
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当番弁護士制度がスタートしました
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国

保

だ

よ

リ

一
、
助
産
に
関
す
る
給
付
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

四
月
一
日
か
ら
助
産
の
給
付
が
一

三
0
、

0
0
0円
か
ら
二
四

0
、

0

0
0円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ら
十
四
日
以

内
に
出
生
届
、
印
鑑
、
保
険
証
、
母

子
手
帳
等
を
持
っ
て
町
民
課
窓
ロ
ヘ

届
け
出
て
下
さ
い
。

な
お
、
妊
娠
四
月
以
後
に
お
け
る

死
産
も
同
様
に
給
付
が
受
け
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

二
、
交
通
事
故
と
国
保
に
つ
い
て

・
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
国
保
に
届

け
出
を

交
通
事
故
な
ど
に
よ
り
国
保
で
治

愛
媛
弁
護
士
会
は
、
本

年
二
月
一
日
か
ら
当
番
弁

護
士
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
「
愛
媛
弁

皐
会
刑
翌
饒
セ
ソ
タ
ー
」

が
当
番
弁
護
士
の
名
簿
を

備
え
付
け
、
身
柄
を
拘
束

さ
れ
た
被
疑
者
や
そ
の
家

族
、
知
人
等
か
ら
要
請
が

あ
っ
た
と
き
、
名
簿
順
に

当
番
弁
護
士
を
推
薦
し
、

推
薦
さ
れ
た
当
番
弁
護
士

は
、
遅
く
と
も
要
請
が
あ
っ

た
日
の
翌
日
ま
で
に
、
留

置
場
ま
で
出
向
い
て
被
疑

者
に
面
会
し
、
必
要
な
助

療
を
う
け
る
場
合
は
国
保
係
へ
「
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
出
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
医
療
費
は
被
害
者
の
過
失
分

を
除
い
て
加
害
者
が
負
担
す
る
の
が

原
則
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
国
保
が
一
時
立
て

替
え
て
支
払
う
だ
け
で
、
あ
と
で
国

保
が
そ
の
医
療
費
を
被
害
者
に
か
わ
っ

て
、
加
害
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

．
示
談
は
慎
重
に

加
害
者
と
被
害
者
と
の
話
し
合
い

が
つ
い
て
示
談
を
結
ん
で
し
ま
う
と

そ
の
示
談
の
内
容
が
優
先
す
る
こ
と

に
な
り
、
示
談
成
立
後
は
加
害
者
に

請
求
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
示
談
を
結
ぶ
場
合
は
国
保
係
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

言
や
指
導
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の

一
回
目
の
面
会
に
つ

い
て
は
費
用
は
無
料
で
す
。
ま
た
、

被
疑
者
が
希
望
す
れ
ば
有
料
で
す
が

弁
護
人
を
引
き
受
け
ま
す
。
も
し
弁

護
料
が
工
面
で
ぎ
な
い
場
合
に
は
、

法
律
扶
助
協
会
か
ら
の
資
金
援
助
の

方
法
も
あ
り
ま
す
。

品
し
込
み
受
付
は
愛
媛
弁
護
士

会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

豆
又
付
電
話
は

0
八
九
九
ー
四

一

—

六
―
―
七
九
番
で
す。

豆
又
付
日
及
び
受
付
時
間

平
日
（
但
し
土
曜
日
を
除
く
）

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

郵
政
省
で
は
、
毎
年
四
月
―
-
0
日

に
青
い
鳥
葉
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
郵
便
葉
書
は
、
身
体
障
害
者

問
題
に
対
し
て
国
民
の
皆
さ
ん
の
理

解
と
認
識
を
更
に
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
発
行
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
一
級
・

ニ
級
身
体
障
害
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
で

六
歳
以
上
の
者
に
は
、
次
の
要
領
で

交
付
さ
れ
ま
す
。

＿
‘
申
し
出
の
方
法

青
い
鳥
葉
書
の
交
付
を
希
望
さ
れ

る
右
記
の
身
体
障
害
者
又
は
、
こ
の

代
人
は
、
肱
川
郵
便
局
で
所
定
の
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
押
印
の

上
手
帳
を
提
示
し
交
付
の
申
し
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵
便
に
よ
る
申

し
出
も
含
み
ま
す
。）

二
、
申
し
出
受
付
期
間

平
成
四
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
四

年
六
月
一
日
ま
で

三
、
交
付
の
方
法

申
し
出
者
又
は
、
代
人
が
発
行
日

（
平
成
四
年
四
月
二
0
日
）
以
降
申
し

出
ら
れ
た
場
合
は
、
肱
川
郵
便
局
窓

ロ
で
交
付
し
ま
す
。

四
、
交
付
枚
数

交
付
の
対
象
者
一
人
に
つ
き

二

0
枚

青
い
鳥
郵
便
葉
書
の
発
行
に
つ
い
て

犬の登録と予防注射 「犬はつないで飼いましよう」

犬 の 登録 と 予防注射 日 程表

5月 11日（月）実施

時 間 場 所， 10~ 9 20 中津集会所

午 ， 40~ 9 50 小倉（今井宅前）

10 10~10. 25 農協予子林事業所

10. 30~10 40 腐集会所

月̀'lj 11 00~11. 15 八重栗集会所

11 20~11 40 大洲縫製宇和）II工場前
--------------------------------------------

1 00~ 1 10 道野尾集会所

午 1 20~ 1 30 瓜畦（富永加朗宅前）

1 : 40~ 1 50 協生集会所

2 00~ 2 ・ 10 中居谷集会所
後

2 ・ 20~ 2 30 嘉城集会所

2. 40~ 2 50 羽座谷集会所

5月 12日（火）実施

時 間 場 所

8 40~ 8 : 55 小藪集会所

午 9 : 05~ 9 15 師走野集会所

， 35~ 9 : 45 旧JR白石車庫前

9. 55~10 ・ 15 広常集会所

10: 25~10 40 大平集会所

月̀'IJ 10 55~11:05 硯（湖仙荘横）

11 15~11:45 下鹿野川河原
--------------------------------------------

1 : 00~ 1 : 15 月野尾集会所
午

1 : 35 ~ 1 55 敷水集会所

後
2 : 15~ 2 : 25 下嵯峨谷集会所

2 ・ 40~ 3 00 岩谷公民館

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り

生
後
三
ヶ
月
以
上
の
犬
は
、

毎
年
一
回
の
登
録
と
狂
犬

病
予
防
注
射
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
生
後

三
ヶ
月
以
上
に
な
っ
た
犬

は
、
次
の
日
程
で
登
録
と

注
射
を
お
こ
な
い
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
場
所
で
必

ず
受
け
て
下
さ
い
。

料

金四
、
六
―

1
0円

（
一
頭
当
り
）

内

訳登
録
料
金

二
、

-
0
 

別
表
の
と
お
り

0
円注

射
料
金
二
、
五
二

0
円

※
印
鑑
を
必
ず
持
参
し
て
下
さ
い
。

訪
問
注
射
を
希
望
さ
れ
る
方
は

一

頭
あ
た
り
五
、
六
―

10
円
に
な
り
ま

す。
訪
問
希
望
の
方
は
五
月
七
日
ま
で

に
、
保
健
セ
ソ
タ
ー
6
-
―
―
四
ー
ニ
三

四
0
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

そ
の
他

不
用
犬
の
回
収
は
、
五
月
十
二
日

（
火
）
午
前
八
時
三
十
分
ま
で
行
い
ま

す。日
程



現
在
、
私
た
ち
を
取
り

ぐ
知
‘
工
‘
ャ

L

巻
く
環
境
は
、
決
し
て
安

＼
全
な
も
の
と
は
言
え
ま
せ

賢
忍

ゞ
旦
竺}
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ん。

¥
}

¥

＼

 

がi
5〗
学
生
の
皆
さ
ん
に
つ
い

て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中

口
’
g
t

＼
 

1
 ぼ

〗
の
事
故
や
自
動
車
や
バ
イ

；
じ
い
ク
で
の
交
通
事
故
な
ど
、

学
生
生
活
で
の
事
故
は
年
々

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
私

î
>

証
〗
だ
け
は
大
丈
夫
と
い
う
保

頁
二
。
〗
〗
〗
旦
〗
[

た
め
に
国
民
年
金
に
は
障

害
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。

至
〗

五
3〗
ま
た
、
学
生
の
皆
さ
ん

至
〗
も
や
が
て
は
老
後
を
迎
え
、

年
金
生
活
に
入
る
こ
と
で

t

し
ょ
う
。
そ
の
と
き
に
受

}
 

箪
〗

＼
 

口’
＼ャ
口’
¥
}
 

1
 

¥
f
¥
 

ゞ
如
‘
泊
‘
}
け
る
老
齢
基
礎
年
金
は
、

人

＼

人

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で

芯

J
ゞ

の
四
十
年
間
加
入
す
る
こ

⑲
”
塁
い
、

と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
満

額
の
年
金
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
す
る
時
期
は
、

ニ

十
歳
に
な
る
日
の
前
日
が

加
入
す
る
日
に
な
り
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
が
遅
れ

て
も
、
こ
の
日
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
加
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
万

一
の

た
め
ま
た
老
後
の
た
め
に

備
え
て
国
民
年
金
の
加
入

手
続
ぎ
を
し
ま
し
ょ
う
。

仙。仙。須 R 謡項韓 (12)

料理教室

＊第 1回お弁当づくり

手軽に出来て栄養満点、見た目も美しいお弁当づくりにあ
なたも挑戦しませんか。

の ご案内

0 日

0場

0講

5月26日（火）
午 前 9時30分
肱川町公民館

上野マリエ栄養士

（大洲市）
実費

試食は丸山公園で行います。

0 申込み

0締切り

主 催

肱川町保健セソター

（電話 34-2340) 
5月20日

栄養推進協議会

0受講料

0その他

肱
川
町
は
四
月
一
日
付
で
次
の
と

お
り
職
員
の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

（
）
内
旧
任

▽
総
務
課
主
事

冨

永

廣

次

愛

媛

県

ま

ち

づ

く

り
総
合
セ
ソ
タ
ー
派
遣

（
町
民
課
戸
籍
係
主
事
）

▽
町
民
課
戸
籍
係
主
事

沖

野

晃

己

（
町
民
課
福
祉
・
年
金
係
主
事
）

新

採
▽
町
民
課
福
祉
・
年
金
係
主
事
補

新

実

雄

愛媛県地域優良木造住宅制度の紹介

この制度は、愛媛県優良木造住宅建設促進資金利子補給金交付制

度の利子補給金交付対象者が、愛媛県の地域特性を踏まえた優良な

木造住宅（地域優良木造住宅）を建設する場合に、住宅金融公庫の割

増融資が受けられるものです。

（対象者）

愛媛県優良木造住宅建設促進資金利子補給金交付制度の利子補給

金の交付対象者であって、愛媛県が定める建設基準に適合した地域

優良木造住宅を建設する方

（助成の内容）

住宅金融公庫の割増融資 200万円を限度

公庫の 通 常融 資＋ 県の 利子 補給 ＋公庫の割増融資

（地域優良木造住宅）

本県の気候・風土等の地域特性を踏まえた高い耐久性と良好な居

住性を有する木造住宅で「愛媛県地域優良木造住宅建設基準」に適

合するものです。

なお、性能保証住宅であれば、公庫融資の償還期間が延長され、

毎月の償還額を軽減でぎます。 (25年→30年）

愛媛 県地域優良木造住宅建設基準の概要

区 分 茎 準

基 礎 鉄地筋盤 コソクリート造の布基礎
面からの高さ40cm以上

軸 組 主要な柱及び土台の断面寸法12cm角以上

防腐・防蟻措 置 住宅金融公庫の高耐久性木造住宅の仕様による

換防 床下換気 有効換気面積300c而以上の換気口を 4m以内毎に設置

湿
小屋 裏 換気 換有効気口 2か所栖以上

措 換気口面 の合計は天井面積の1/300以上

気置 床下防 湿 床下地盤の全面に厚さ 6cm以上のコンクリートを打設

防 水 措 置
防水紙 アスファルトフェルト 2以0k上g以上
アスファルトルーフィング22kg

断 熱 措 置 建設設計省及告示施「住宅詣に係るエネ Iレギーの使用の合理化に関する
びエq) 金十」による

そ の 他 構住宅の録品質さ、 性能性能を保保証証するた活め、 （財）勧性能保証ま住す宅登録機
に登 れる 住宅の用をおめし 。

その他詳細については下記へ問い合わせてください。

愛媛県土木部建築住宅課 TEL  0899(41)2111（代）

八幡浜地方局建設部建築指導課 0899(24)5121（代）

▽
建
設
課
建
設
係
主
事
補

河
内
由
美
子

嘱

託
▽
ダ
ム
対
策
室
事
務

楠

美

鈴

▽
産
業
課
事
務

藤

原

優

勝

（
ひ
じ
か
わ
特
産
開
発
公
社
派
遣
）

肱
川
町
教
育
委
員
会

▽
大
谷
小
学
校
主
事

上

岡

時

子

（
予
子
林
小
学
校
主
事
）

▽
総
務
学
校
教
育
課
主
事

石
家
清
（
公
民
館
社
教
主
事
）

◎◎R①◎①RR 

子
供
が
急
に
成
長
し
て
い

る
時
は
骨
が
の
び
て
お
り
、

血
液
の
循
環
が
旺
盛
で
骨
に

は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
沈
着
が
活

発
に
行
わ
れ
、
そ
の
た
め
に

成
長
痛
が
お
こ
り
ま
す
。

昼
間
は
気
に
も
と
め
ま
せ

ん
が
、
夜
に
な
る
と
何
の
理

由
も
な
い
の
に
時
々
足
の
関

節
附
近
が
痛
い
と
泣
き
だ
す

成

長

痛

子
供
が
関
節
が
痛
い
と

泣
き
だ
し
た
ら

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

み
た
と
こ
ろ
で
は
、
は
れ
て
も
な

い
し
赤
く
も
な
い
し
、
少
し
も
か
わ
っ

た
様
子
は
み
え
ま
せ
ん
。

少
し
冷
や
し
た
り
な
で
た
り
し
て

い
る
う
ち
に
痛
み
は
な
く
な
り
ま
す
。

成
長
痛
は
、
小
学
校
三
•
四
年
生

頃
の
急
成
長
す
る
時
お
こ
り
ま
す
が

成
長
痛
な
ら
ば
放
置
し
て
お
い
て
か

ま
い
ま
せ
ん
。

痛
む
場
所
は
足
の
関
節
附
近
の
骨

膜
で
す
。
骨
膜
は
骨
の
表
面
を
お
お

う
膜
で
、
こ
の
膜
を
通
し
て
骨
に
栄

養
が
配
達
さ
れ
る
し
く
み
で
す
。
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活 動 計 画 表

活動 目 標 事 業 内 容

1. 地域福祉・在宅保健福

祉の推進

1. 家庭奉仕員活動の充実

2. 給食サービスの実施

3. ベット・車イス・エヤーマット等の貸出

4. 民生児童委員との協同活動の推進

5. 老人の社会参加の推進

6. 独居・ねたきり老人の援助

7．身体障害者更生会の育成と事業援助

三
月

二
十
六
日
、
午
前
中
「
理
事

会
」
午
後

「
評
議
員
会
」
を
開
催
し

平
成
四
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
を

決
定
し
ま
し
た
。

基
本
方
針
及
び
重
点
活
動
目
標
は

2. 専門部会活動の推進 1. ボラソティア部会活動の推進

2. 高齢者福祉部会活動の推進

3. 青少年児童部会活動の推進

3. 低所得世帯の自立更生

の援助

1. 援護資金の貸付と更生指導

(1) 生活福祉資金

(2) 小口貸付資金

2. 借入金の償還指導

次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
基
本
方
針

二
十
一

世
紀
の
長
寿
社
会
に
向
け

て
、
「
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
か

年
戦
略
」
の
策
定
及
び
社
会
福
祉
関

•••• 
ー
理
事
会

・
評
議
員
会
開
催
ー

4. 青少年児童福祉活動の

強化推進

1. 青少年の健全育成運動推進

2. 子供の事故・非行防止活動

3. 子供の社会参加の促進

4. 児童図書の援助

5. 少年ボランティア活動への援助

5. ボランティア活動の推

進

1. 環境美化運動推進のための奉仕活動援助

2. 在宅者の友愛訪問•愛の一声運動の推進

3. ボランティア研修会参加

4. 住民参加の促進と啓発活動の推進

係
八
法
の
改
正
に
よ
り
、
地
域
福
祉

在
宅
保
健
福
祉
活
動
の
あ
り
方
が
明

確
に
さ
れ
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

使

命
も
ま
す
ま
す
増
大
し
て
ぎ
た

。

こ
の
よ
う
な
時
、
関
係
機
関
と
密

接
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
福

祉
、
在
宅
保
健
福
祉
事
業
を
基
調
と

し
て
活
動
を
推
進
し
、
福
祉
資
源
の

発
掘
に
努
め
独
居
老
人
、
ね
た
き
り

6. 心配ごと相談事業の推

進

1. 心配ごと相談所の充実

2. 相談員の研修

3. 自宅相談の推進

7. 共同募金・歳末たすけ

あい募金運動への協力

強化

1. 共同募金運動の推進

2. 歳末たすけあい運動の推進

8. 福祉関係団体との連携

強化

1. 福祉関係団体との連携を密にし、福祉の向上に

努める

•関係する大会、研修会への参加協力

老
人
等
を
中
心
と
す
る
高
齢
者
問
題

障
害
を
持
つ
人
々
の
問
題
、
児
童
母

子
父
子
、

低
所
得
世
帯
等

に
対
す
る

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化
を

図
り
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
福
祉
活
動
の
よ
り

一
層
の
推
進

に
努
め
ま
す
。

9. 広報活動 1. 社会福祉協議会の趣旨普及のため、広報活動

（毎月肱川町広報に記載）

・住民に対する社協活動内容の PRと福祉情報の

提供

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら
ご
寄

付
を
頂
き
ま
し
た

。

福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

こ
。

f
 ◎

久

保

◎
月
野
尾

永
田

冨
永

君
江
さ
ん

光
明
さ
ん

社
協
へ
ご
芳
志
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（参考 1)建更自然災害共済金の額（⑨が新設箇所で、それ以外は現行と同じ。）

区 分 自然災害共済金の額

（ア） 地震等による損害割合が 5％以上のもの
損害の額x火災共済金額 xo.s 

共済価額

（損害の額の50％を限度とする）

⑦ 損害割合が 5％以上のもの
損害額x火災共済金額

（イ） の 共済価額

地
（損害の額を限度とする）

華戻

① 床下浸水の損害部分を除く損害割等
損害の額x火災共済金額 xo.s 

乳 合が 3％以上5％未満のもの 共済価額

の （損害の額の50％を限度とする）

自
然 ◎ 床下浸水の損害部分を除く損害割

損害の額x火災共済金額 xo 5 災 合が 3％未満の場合で、風害、ひょ
害 う害または雪害によって生じた損害

共済価額 ・

の額が20万円以上のもの （損害の額の50％を限度とする）

三、

建
物
更
生
共
済

平
成
四
年
四
月
か
ら
、
毎
年
推
進
を
行
っ
て
い
る
共
済
の
一
部
仕
組

改
訂
が
行
わ
れ
ま
す
。
組
合
員
皆
様
の
保
障
の
拡
充
が
一
層
広
範
囲
で

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

霊柩車等の料金改訂について

先の葬儀用祭壇及び葬儀車運営委員会に於いて、

霊柩車等の料金改訂を四月 一日より別表の通りと

致します。

事業区域を定める貨物自動車運送事業

（霊柩の運送に限る）の運賃及び料金並びに適用方

運賃率

項］［--------門: 普通車

基 本 料 金 7,620 円

10キロメートルまで 2,390 

20キロメートルまで 4,270 

キ 30キロメートルまで 6,950 

加 40キロメートルまで 9,610 

ロ 50キロメー トルまで 12,280 

50キロメー トルまルでまをでの超場をえ増合15す0 キロメートル
4,270 

算
20キロメー額ト

加 ごとの加算

150キロメー トルでまをでの超場をえ増合500 キロメー トルま
6,950 

算
30キロメー額トル す
ごとの加算

額 5場00合キキロロメートルを超える
12,280 5ご0 メー額トルまでを増す

との加算

乗車定員 6名を超える場合
970 

3名までを増すごとの加算額

終
身
共
済
の
定
期
特
約
を
改
訂

し
特
約
の
成
立
の
日
か
ら
主
共
済

契
約
の
共
済
掛
金
の
払
込
期
間
の

満
了
の
日
ま
で
を
共
済
期
間
と
す

る
現
行
の
も
の
に
加
え
十
年
、
十

五
年
を
共
済
期
間
と
し
、
共
済
契

約
者
か
ら
の
申
し
出
が
な
い
限
り
、

特
約
の
共
済
期
間
の
満
了
の
日
の

翌
日
に
自
動
的
に
更
新
さ
れ
、
主

共
済
契
約
の
共
済
掛
金
の
払
込
期
間

の
満
了
の
日
ま
で
保
障
を
継
続
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
更
新
型
を
設
定
す

る
。 一

、
終
身
共
済

最
低
加
入
年
齢
を
十
八
歳
に
引
き

下
げ
、
定
期
年
金
特
約
を
付
し
た
場

合
の
最
低
加
入
年
齢
を
三
十
五
歳
に

引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
共
済
掛
金

建
特
約
を
定
期
年
金
に
も
締
結
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

自
然
災
害
共
済
金
に
か
か
る
支
払

要
件
を
緩
和
し
、
風
害
、
ひ
ょ
う
害

ま
た
は
雪
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害

の
額
が
二
十
万
円
以
上
に
な
っ
た
と

き
自
然
災
害
共
済
金
を
支
払
う
よ
う

に
変
更
す
る
。

三
、
建
物
更
生
共
済

二
、
年
金
共
済

六、

そ
の
他

五
、
財
産
形
成
貯
蓄
共
済

交
通
事
故
傷
害
危
険
担
保
特
約
の

支
払
要
件
を
緩
和
し
国
外
で
の
事
故

も
支
払
う
よ
う
に
変
更
す
る
。

勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
の
改
正

に
と
も
な
い
、
加
入
年
齢
の
引
き
上

げ
等
を
行
う
。

所
要
の
整
備
と
し
て
、
道
路
運
送

法
の
改
正
に
と
も
な
い
、
自
動
車
共

済
の
規
定
の
整
備
を
行
う
。

四
、
傷
害
共
済
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A
愛
媛
厚
生
連
で
は
、
「
予
防

は
治
療
に
勝
る
」
を
合
言
葉
と
し
て

組
合
員
・
地
域
住
民
の
健
康
を
積
極

的
に
守
る
た
め
、
本
年
四
月
か
ら
、

「
厚
生
連
人
間
ド
ッ
ク
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
『
骨
粗

髭
症
ド
ッ
ク
』
に
加
え
た
、
総
合
的

な
人
間
ド
ッ
ク
で
あ
り
、
巡
回
健
診

で
で
き
な
い
検
査
を
中
心
に
内
容
を

充
実
し
、
精
度
の
高
い
検
査
を
求
め

る
声
に
応
え
る
も
の
で
す
。

こ
の
人
間
ド
ッ
ク
は
、

一
般
検
査
・

血
液
学
・
血
清
学
・
心
電
図
・
超
音

波
・
胸
部
胃
部
X
線
・

C
T
ス
キ
ャ

ナ
・
婦
人
科
（
子
宮
・
乳
が
ん
検
査
）

等
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
「
一
般

コ
ー
ス
と
婦
人
コ
ー
ス
」
に
分
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
進
月
歩
と
言
わ
れ
て
い

る
診
断
技
術
の
中
で
、
そ
の
先
端
を

い
く
検
査
と
し
て
は
、
腹
部
超
音
波

検
査
等
と
併
せ
各
種
が
ん
を
血
液
の

中
か
ら
い
ち
早
く
発
見
す
る
た
め
に

腫
瘍
マ
ー
カ
ー
と
い
う
検
査
が
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
リ

ウ
マ
チ
・

C
型
肝
炎
・
梅
毒
の
検
査

や
心
筋
梗
塞
・
悪
性
腫
瘍
を
見
つ
け

る
検
査
も
含
め
た
目
新
し
い
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。

※
人
間
ド
ッ
ク
の
お
申
し
込
み
は
、

最
寄
り
の
各
J
A
（
農
協
）
へ

し
か
も
、
検
査
結
果
（
子
宮
・
乳

が
ん
検
査
は
除
く
）
は
当
日
判
明
し

医
師
・
保
健
婦
・
栄
養
士
に
よ
る
指

導
と
と
も
に
、
個
人
成
績
書
と
し
て

本
人
に
そ
の
日
の
う
ち
に
渡
す
こ
と

が
出
来
ま
す
。
二

日
ド
ッ
ク
の
内
容

を、

一
日
で
迅
速
正
確
に
行
う
、

言

わ
ば
『
忙
し
い
人
の
た
め
』
に
つ
く

ら
れ
た
も
の
と
も
言
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
結
果
は
コ
ソ
ピ
ュ
ー

タ
に
よ
り
継
続
的
に
経
年
管
理
さ
れ
、

次
回
の
ド
ッ
ク
の
時
に
も
参
考
に
な

り
ま
す
。

成
人
病
の
早
期
予
防
・
早
期
発
見

の
た
め
に
、

一
年
に

一
回
は
身
体
を

総
点
検
す
る
人
間
ド
ッ
ク
を
お
勧
め

し
ま
す
。

厚生連人間ドッ ク実施要領

1. 目 的

健康に対する意識の高揚により、各種集団健診も法

のもとに近年定着しつつあり、その内容も多少充実し

てきたが、さらに精度の高い検査を求める声が日増し

に高まった。

当会ではそれらのニーズに応えるため、全身を系統

的に検査し、検査成績をコンピューターで継続管理す

ることにより、成人病を早期発見し、組合員及びその

家族、役職員が健康で明るい生活を維持することを目

的に人間ドックを開始した。

2. 対象者

組合員 とその家族、農協役職員、 一般地域住民とす

る。

3. 人間ドックの内容

|¥ 1 日 ド ッ ク 骨粗しょう症

一 般コース 婦人科コース ドッ ク

問診、身体計測、聴力検査、呼吸
骨格X線

器科、循環器系、肝機能、消化器 一 般コ ー ス
骨密度測 定

検査項目
系、糖尿病、 'ff機能、動脈硬化、血 ＋ 

診察
清検査、血液検査、腫瘍マー カー、 子宮細胞診

総合判定
眼科、超音波検査、診察、総合判 乳房X線

栄蓑指迂
定、保健指導

毎週火・木

金曜日

日 時
毎週火・木晦日 毎週金躍日 午前 8: 30 
8 :30~16:00 8 :30-16-00 ~12 00 

午後 1 • oo 
-4. 30 

料 金 37,000円 39,000円 10,000円

人 数 20名 20名
午前 10名
午後 10名

頭部CTスキ ャナ
頭部CTスキャ

オフ ツ゚ョン＇ ナ
(8,000円）

(8,000円）

※料金に消費税は含まれておりません。

4. 結果報告

く一般コース〉

告する 。

医師が総合判定 し、 当日成績を報

＜婦人コース〉 一般コースの成績は当日報告し、

子宮がん検診については、郵送により報告する。

＜骨粗しょう症〉 医師が総合判定し、当日成績を

報告する。

5. 申込方法

① 厚生連健診セ｀ノターは、パンフレット、個人申込

書（様式一 l)、団体申込書 （様式ー 2)を農協に送付

（依頼）する。

② 農協は、団体申込書 により、農協で取りまとめの

うえ、申込甚を、浮生連健診セソターに送付（通知）

する 。

申込書 は希望受診日の 1ヶ月前までには送付する

こと。

備考 厚生連健診セソターは、農協より申し込みを

受け希望受診日にそって受診確定日を決定し、受診日

の14日前迄に農協へ利用通知書（農協用 様式ー4)、

受診者本人には直接個人通知書（様式ー 3)、受診案内

書（お願い）（様式ー 5)、その他問診票、便潜血反応ス

ティック、栄養調査票等、必要な資料を送付する。

（注） 一般・婦人コースと骨粗しょう症ドックとの同

日併行しての実施はできません。

6. 受診日

受診者は、利用通知書、調査資料（必要事項を記入）

等を当日持参し、受診案内に従って受診する 。

7. 受診日の変更

受診日の変更・中止の場合は、すみやかに農協又は

厚生連健診セソターに連絡する。

8. 支払、方法

① 農協を通じての申し込みは、 三者契約により、

引落しをする。

② 個人予約は、受診当日精算する。

9.場所

松山市鷹子町533番地1

愛媛県厚生連健診セソター

TEL  (0899)70ー 2070
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l /ロー臼証量- 戸哀,! 
！ 
！ 優良材生産は直材づくりから．I ! 
！ 

椎茸生産はクヌギ林造成から．/ i ! -- ------. ! 
｝ 平成4年 3月27日 1 肱川町森林組合乾椎茸相場表 I ! 

県森 連 市 況！ 大洲木市より （単位m'当り．円） 1. 市売日 平成4年 3月24日 1 ！ 1. 販売数董 72ケ ー ス 1,105.6返 ！ 
I 長さ末口径

ス ギ ヒノキマッ
そ の 他

1. 平 均 単 価 4,470円

！ 直曲がり 直曲がり 直 1．銘柄別単価 ！ 
l 7 cm下本 394本 310本 548本 413 松バルプ l 

8 cm J:本 450本 400本 746本 505 末口 7 cm 
銘 柄単 価比率％銘柄 半 価比率 ％ ！ 

! 4 m l3 cm J: 21,500 -43,800 -18cm上19,000長さ 1.8m 大 厚 7,810 2 特用大葉 4, 590 - 1 

I I - 118 cm上20,500I -I 43,ooo I -~"'上 23,000
9,500円／m'

中 淳 6, 550 I 6 特用中葉 5,400 I 5J I 
! 24 cm上21,000 - 60,000 - cm上35,000 9 

I I I! cm下本 279本 210本 290本 210 雑パル プ
小 厚 5, 030 8 特 用 小 葉 4, 390 51  

! 8cm上本 315本 300本 331 本 300 末口 7cm 大ウス 5,890 1 大バレ 3, 360 3 ! 
l l cm上 i2,goo I.. I 15, 700 長さ 1.8m 

} 3 m 1 3 cm上23,200 -42,000 -18cm上 11,000114,000円／ m• 中ウス 6, 290 5 中バレ 49100 6 

！ 
i 

18 cm上18,800I -I 4o, 700 I -~'"上 20,000 中小ウス 5, 960 5 小パレ 3, 310 4 ! 
t 24 cm上 18,000 - cm上 小 ウ ス

9! 7 cm下本 120本 一 本 120本一 5 
4, 700 7 変形 3,620 I 5J I 

バリ材! 2 m 8 cm上本 160本 一 本 160本 一 （松・杉・桧） ジャミウス 2,520 3 色 落 ウ ス 3,200 3 j 
16 cm上 12,000 -22,000 -13cm上 末口 3~ 7 cm 冬大 8, 390 6 色悪 ．2，990 16 ! 

！ 長さ 2.om I ~ I 3 0 cm上 cm上1 13 cm上 27,500 76,400 冬
中 5,490 I 5 黒子 1,490 I 3 

! 6 m 18 cm上21,600
I 

62,700 冬小 3, 130 I 2 その他 ー 一

！ 特選
！ 

259,000 
！ 足 場 1 m当たり 70円～160円 本 130円 1概要松山椎茸会第2,4回通常総会記念大会市売を開催。 各市場とも ｝ 
・l 景気の不透明惑から全般的に弱保合。 1 出品数は少なく各品柄とも買気強く強保合で推移した。

！ 備考
し ！
~-―-＝--=--ー-—_-――_-＝-→----------=--＝--=--＝==-- --------------------------_, 

人
間
は
、
植
物
が
大
好
き
で

す
が
植
物
の
方
は
ど
う
な
の
で

し
ょ
う
か
？

植
物
に
も
惑
情
が
あ
る
と
仮

定
し
て
み
る
と
、
た
ぶ
ん
、
植

物
の
方
は
人
間
が
大
嫌
い
で
、

「
で
き
れ
ば
こ
の
地
球
上
に
、

い
っ
し
ょ
に
い
て
ほ
し
く
な
い

生
物
だ
。
」
と
思
っ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

と
い
う
の
は
、
地
球
上
に
お

げ
る
植
物
と
人
間
と
の
関
係
を

み
る
と
、
今
こ
そ
人
間
は
『
万

物
の
霊
長
』
の
よ
う
な
顔
を
し

て
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
生
物

の
発
生
の
仕
方
を
み
る
と
、
人

間
は
植
物
よ
り
は
る
か
に
後
か

ら
こ
の
地
球
上
に
生
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
ま
だ
人

類
の
影
も
形
も
な
か
っ
た
頃
す

で
に
こ
の
地
球
の
表
面
は
植
物

で
お
お
わ
れ
、
ア
ネ
モ
ネ
、
ノ

コ
ギ
リ
ソ
ウ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
植
物
が
咲
ぎ
乱
れ
て
い
ま
し

た
。
人
間
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た

の
は
、
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
後
の

約
一二
万
年
前
の
こ
と
で
す
。

地
球
上
に
姿
を
見
せ
た
人
間

は
、
は
じ
め
は
木
の
実
を
拾
っ

た
り
、
草
を
つ
ん
で
食
べ
た
り

し
て
生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
う
ち
必
要
と
思
わ
れ
る
植

物
を
森
か
ら
堀
り
出
し
て
ぎ
て
、

自
分
の
家
の
近
く
に
植
え
た
り
、

食
べ
残
し
た
木
の
実
を
家
の
周

り
の
土
に
埋
め
た
り
し
て
、
原
始
的
な
農
業
を

始
め
ま
し
た
。

こ
の
頃
ま
で
は
、
ま
だ
よ
か
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
人
間
は
や
が
て
森
林
を
焼
ぎ
払
い
、

そ
の
跡
に
広
い
畑
を
つ
く
り
始
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
は
じ
め
の
頃
は
必
要
な
植
物
だ
け

を
畑
に
植
え
て
、

他
の
も
の
は
刈
り
と

っ
た
り

引
き
ぬ
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

文
明
が
進

む
に
つ
れ
て
、
植
物
同
士
を
無
理
に
交
配
さ
せ

て
、
人
間
が
望
む
性
質
を
も
っ
た
雑
種
の
植
物

を
つ
く
っ
た
り
、
体
の

一
部
が
特
別
に
大
ぎ
く

な
る
奇
形
の
植
物
を
保
護
し
て
、
そ
の
植
物
を

繁
殖
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
り
、
放
射
線
を
浴
び

せ
て
変
わ
り
物
の
植
物
を
つ
く
り
出
し
た
り
、

体
の
一
部
を
切
断
し
て
他
の
種
類
の
植
物
の
体

に
つ
ぎ
足
す
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
植
物
の

生
活
や
体
を
改
造
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
様
な

こ
と
で
植
物
は
人
間
を
「
好
き
だ
」
な
ど
と
思
う

で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
が
不
思
議
な
こ
と
に
人
間
の
方
は
、

こ
の
い
じ
め
ぬ
い
て
き
た
榔
物
が
大
好
き
な
の

で
す
。
人
間
の
植
物
に
対
す
る
愛
惰
は
、
片
思

い
以
外
の
何
物
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
そ
の
愛
情
が
絶
対
的
な
片
思
い
で
あ
る
が

故
に
、
人
は
い
っ
そ
う
植
物
を
い
と
お
し
く
思

い
、
と
き
に
は
そ
れ
を
守
ろ
う
と
さ
え
す
る
。
」

の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
、
山
の
木
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す

と
、
人
間
の
都
合
で
植
林
さ
れ
た
が
、
こ
ち
ら

の
都
合
で
手
入
れ
も
し
て
も
ら
え
ず
に
い
る
山

が
多
数
み
ら
れ
ま
す
。
木
に
と
っ
て
は
、
枝
打

ち
ゃ
、
除
間
伐
さ
れ
る
の
が

一
番
良
い
と
は
言

い
切
れ
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
人
間
側
の
片
思
い

で
あ
る
の
で
す
か
ら
、
人
間
か
ら
み
て
最
高
の

状
態
に
し
て
や
る
こ
と
が
必
要
な
は
ず
で
す
。

自
然
に
つ
い
て
思
う
こ
と

た
ま
に
は
、
別
の
立
場
か
ら
物
事
を
考
え
て

み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
‘

-――月
い
っ
ば
い
で

人
事
異
動
の
為
、
肱
川
駐
在
を
終
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
一
一
年
間
と
短
い
間
で
し
た
し
、

た
い
し
た
こ
と
も
で
き
な
く
、
御
迷
惑
を
か
け

る
ば
か
り
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
、
肱
川
で
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
が
ん
ば
っ

て
い
き
ま
す
。

な
お
、
四
月
か
ら
は
真
木
技
師
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
し
ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。短

い
問
で
し
た
が
色
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

林
業
改
良
指
迎
員

渡
邊
晋
輔

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
四
月
か
ら
渡
過

技
師
の
後
任
と
し
て
、
肱
川
町
に
駐
在
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
真
木
賢
一
一
で
す
。

よ
く
名
前
を
芸
能
人
の
牧
伸

二
（
ウ
ク
レ

レ
漫
談
す
る
人
）
と
間
違
わ
れ
ま
す
。

私
の
出
身
地
は
西
条
市
で
、
高
校
卒
業

後
高
知
の
方
で
四
年
間
過
ご
し
昨
年
、
地

元
の
愛
媛
県
に
就
職
し、

最
初
の
赴
任
地

が
大
洲
で
し
た
。

ま
だ
指
迎
員
二
年
目
で
、
何
か
と
勉
強

不
足
の
点
が
あ
り
ま
す
が
、
精

一
杯
頑
張

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

真 木 賢 二

新
任
の
あ
い
さ
つ
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一

野

菜

一

半
促
成
き
ゅ
う
り

ー
摘
芯
、
摘
葉
の
ポ
イ
ン
ト
—

一

、

摘

芯

き
ゅ
う
り
の
摘
芯
作
業
で
最
も
重
要
な

こ
と
は
、
常
に
勢
い
の
強
い
新
芽
を

二
？

三
本
は
残
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
新
芽
を

残
す
こ
と
に
よ
っ
て
新
根
が
伸
び
、
株
の

老
化
を
防
ぎ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
一
度
に
ま
と
め
て
摘
芯
を

行
え
ば
著
し
く
草
勢
を
弱
め
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
一
回
の
摘
芯
本
数
は

一
株
当
り

ニ
ー
三
本
を
限
度
に
考
え
て
回
数
多
く
作

業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

一
般
的
に
は
、
親
づ
る
は
下
位
節
の
側

枝
や
果
実
へ
の
日
当
た
り
を
考
え
て
畦
面

か
ら

一
•
五i

-
．
六
m
（
二
十
節
位
）の

高
さ
で
摘
芯
し
ま
す
。

子
づ
る
は
六
節
目
位
か
ら
使
用
し
下
位

節
の
子
づ
る
（
親
づ
る
の
十
節
目
位
ま
で
）

は

一
節
摘
芯
、
中
位
節
(
+
-
l
十
八
節
）

は
二
節
摘
芯
、
上
位
節
(
+
九
ー

ニ
十
節）

は

一
節
摘
芯
と
し
ま
す
。
但
し
、
中
位
節

の
子
づ
る
が
弱
い
場
合
は
力
枝
を

一
ー

ニ

本
残
し
て
お
き
、
そ
の
後
強
い
子
づ
る
や

孫
づ
る
が
伸
び
て
く
れ
ば
新
し
い
力
枝
と

し
て
更
新
し
ま
す
。

孫
づ
る
は
下
位
節
で
込
み
合
う
も
の
や

垂
れ
下
が
る
も
の
は
一
節
摘
芯
を
行
い
、

中
位
節
以
降
は
半
放
任
か
間
引
き
摘
芯
と

し
、
な
る
べ

く
立
体
的
に
誘
引
し
ま
す
。

種
も
み
の
準
備

一
、
種
も
み

出
来
る
だ
け
、
種
も
み
は
充
実
し
た
も

の
を
使
い
、
塩
水
選
、
消
毒
を
厳
守
し
ま

し
ょ
う
。

三
年
に

一
度
は
種
子
更
新
を
し

て
下
さ
い
。

二
、
塩
水
選

塩
水
選
は
充
実
の
良
い
、
無
菌
の
種
も

み
を
得
る
た
め
に
実
施
し
ま
す
。
う
る
ち

米
は
一
・
一
三
、
も
ち
米
は
一

・
O
八
と

し
ま
す
。
比
重
液
の
濃
度
測
定
で
比
重
計

が
無
い
場
合
に
は
図

1
の
よ
う
に
生
卵
を

使
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

三

、

消

毒

種
も
み
は
い
も
ち
病
や
ば
か
苗
病
等
の

病
菌
を
保
菌
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

加
湿
時
や
発
芽
後
に
菌
が
繁
殖
し
、
苗
を

だ
い
な
し
に
し
ま
す
。
消
毒
薬
剤
は
正
し

い
使
用
法
で
効
果
的
に
使
用
し
て
下
さ
い
。

四

、

浸

種

浸
種
は
種
も
み
が
本
来
持
っ
て
い
る
発

皆
川
啓
夫

冒
◎
＠
＠
⑯

二

、

摘

葉

摘
葉
は
親
づ
る
の
摘
芯
前
頃
か
ら
始
め
、

側
枝
や
果
実
へ
の
日
当
た
り
を
確
保
し
ま

す
。特

に
親
づ
る
の
中
位
節
や
上
位
節
で
日

当
た
り
を
妨
げ
て
い
る
葉
は
早
め
に
除
き
、

側
枝
を
充
実
さ
せ
て
草
勢
の
維
持
に
努
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

芽
抑
制
物
質
を
水
で
洗
い
流
す
と
と
も
に
、

十
分
に
吸
水
さ
せ
て
発
芽
の
た
め
の
酸
素

活
性
を
高
め
、
発
芽
揃
い
を
良
く
す
る
た

め
に
行
い
ま
す
。
種
算
温
度
で

一
0
0℃

を
目
安
と
し
ま
す
が
、
一
〇
？
一
五
℃
の

水
湿
を
保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

五

、

催

芽

催
芽
（
芽
出
し
）
は
全
部
の
種
も
み
が
均

一
に
「
ハ
ト
胸
」
（
芽
の
長
さ

2
m
m
程
度
）

に
な
る
よ
う
に
行
っ
て
下
さ
い
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
山
田
和
弘
）

一
果
樹
の
管
理
一

0
く

り

一
、
病
害
虫
防
除

ク
ス
サ
ソ
は
卵
塊
で
越
冬
し
て
い
た
も

の
が
五
月
上
旬
頃
ま
で
に
ふ
化
し
、
葉
を

食
害
し
始
め
る
。
分
散
す
る
と
防
除
が
困

難
と
な
る
の
で
、
五
月
上
中
旬
に
デ
ィ
プ

テ
レ
ッ
ク
ス
水
溶
剤

一
0
0
0倍
ま
た
は

同
粉
剤
を

一
0
a当
り
六
屈
散
布
す
る
。

ま
た
コ
ウ
モ
リ
ガ
は
体
長
が
八
ー
九

rnm
に

な
る
と
、
株
元
の
雑
草
等
に
中
間
寄
生
し
、

く
り
樹
に
は
い
上
り
、
新
梢
食
害
や
幹
に

侵
入
し
ま
す
。
防
除
は
株
元
の
草
刈
り
、

幹
に
飼
料
袋
な
ど
を
巻
き
つ
け
る
方
法
が

あ
り
ま
す
。
既
に
幹
に
侵
入
し
て
い
る
も

の
に
は
穴
に
ス
ミ
チ
オ
ソ
乳
剤
二
0
0倍

を
注
入
し
ま
す
。

〇

ゆ

ず

一
、
訪
花
害
虫

結
実
歩
合
が
高
く
て
果
実
品
質
が
良
い

も
の
は
、
開
花
初
期
か
ら
最
盛
期
に
か
け

て
咲
い
た
花
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

〇
昼
間
に
分
娩
さ
せ
る
方
法

牛
の
分
娩
す
る
時
刻
は
、
通
常
二
十
四

時
間
の
間
に
均
一
に
分
布
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
昼
問
に
集
中
で
ぎ
れ
ば
、
ず
い
ぶ

ん
精
神
的
、
労
力
的
に
楽
に
な
り
ま
す
。

方
法
は
簡
単
で
、
分
娩
予
定
日
の
約
二

週
問
前
か
ら
、
一
日
分
の
飼
料
を
全
量
、

午
後
八
時
に
給
与
し
、
翌
朝
ま
で
に
採
食

さ
せ
る
夜
間
給
与
を
実
施
す
る
だ
け
で
す
。

こ
の
方
法
は
、
飼
料
摂
取
量
も
低
下
し

な
い
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
お
り
栄
養
上
の

問
題
も
な
く
、
か
な
り
の
割
合
で
昼
間
分

娩
す
る
割
合
が
高
く
な
り
ま
す
。

る
。
こ
の
時
期
は
、
蜜
や
花
粉
を
求
め
て

ハ
ナ
ム
グ
リ
、
ケ
シ
キ
ス
イ
が
飛
来
し
、

将
来
果
実
と
な
る
子
房
の
表
面
に
傷
を
つ

け
る
。
デ
ナ
ポ
ソ
（
水
）
七

0
0倍
か
ス
プ

ラ
ナ
ッ
ク
（
水
）
一

0
0
0倍
を
開
花
率
が

二
0
t
三

0
％
の
時
期
に
行
う
の
が
効
果

的
で
あ
る
。
散
布
時
刻
は
虫
が
花
上
に
多

く
飛
来
し
て
い
る
午
前
中
が
よ
い
。
薬
剤

の
残
効
は
晴
天
の
続
い
た
条
件
の
い
い
時

で
四
？
五
日
程
度
で
あ
る
た
め
飛
来
密
度

の
か
な
り
高
い
園
で
は
八
分
咲
き
か
ら
満

開
期
に
か
け
て
も
う
一
度
散
布
を
行
う
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
菊
池
明
）

5
月
2
日
（
土
）
宇
和
川
北
方
面

（
祭
日
の
た
め
）

5
月
6
日
（
水
）
中
津

・
予
子
林
方
面

5
月
7
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

5
月
1
2
日
（
火
）
月
野
尾
・

小
藪
方
面

5
月
1
3
日
（
水
）
岩
谷
方
面

5
月
1
4
日
（
木
）
大
谷
方
面

5
月
1
9
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

5
月
2
0
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

5
月
2
1
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

5
月
26
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

5
月
2
7
日
（
水
）
岩
谷
方
面

5
月
2
8
日
（
木
）
大
谷
方
面

5
月
醤
油
配
達
予
定
表

5
月
8
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
方
面

5
月
1
5
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

5
月
L
P
G
配
達
予
定

5
月
2
日
（
土
）
大
屋
敷
・
大
平

5
月
6
日
（
水
）
上
石
丸
・
師
走
野
・

下
小
藪

5

月
8
日
（
金
）
藤
野
原
•
町

5
月
9
日
（
土
）
八
重
栗
・
上
森
山
・
大
成

正
山

5
月
1
2
日
（
火
）
久
保

5
月
1
3
日
（
水
）
下
石
丸
・
滝
山
・
萩
野
尾

犬
返
り

5
月
1
5
日
（
金
）
嵯
峨
谷

・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

5
月
1
8
日
（
月
）
広
常
・
影
地

5
月
1
9
日
（
火
）
中
津
・
小
倉

5
月
2
0
日
（
水
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下
・

樋
野
ロ
・
上
汗
生

5
月
2
2
日
（
金
）
白
石
・
上
、
中
小
藪

5
月
2
3
日
（
土
）
上
鹿
野
川
・
下
鹿
野
川

5
月
2
5
日
（
月
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄
・

道
野
尾
・
赤
岩

5
月
2
7
日
（
水
）
瓜
生
谷
・
柳
・
郷
・

大
駄
場

5
月
2
8
日
（
木
）
敷
水
・
菟
野
尾
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三
月
八
日
（
日
）
、
公
民
館
で

「
第
五

回
文
化
芸
能
発
表
会
・
文
化
振
興
財
団

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
肱
川
町
文
化
協
会

で
河
野
美
治
会
長
を
中
心
に
、
文
化
サ
ー

ク
ル
の
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
披
露
し

ま
す
。出

演
者
は
、
幼
稚
園
の
ち
び
っ
子
か

ら
年
輩
の
方
ま
で
、
吟
詠
・
詩
舞
・
民

第5回 文化芸能発表会

愛媛県文化振興財団セ三ナー
: ！d 9:，Itr文口心台・':lua1公…町・ ↓＇文化！ 3虞,,

踊
・
舞
踊
・
カ
ラ
オ
ケ
・
大
正
琴
な
ど

の
サ
ー
ク
ル
が
集
ま
り
、
約

二
0
0
人

が
参
加
し
公
民
館
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。

「
文
化
振
興
財
団
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は

愛
媛
新
聞
社
事
業
局
開
発
部
副
部
長
、

高
市
盛
周
先
生
の
「
愛
媛
の
近
代
」
と

題
し
て
、
専
門
分
野
の
地
理
・
歴
史
・

民
俗
に
親
し
み
な
が
ら
の
楽
し
い
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
青
年
団
は
こ
の
発
表
会
で
喜
i

劇
「
も
う
、
だ
れ
も
わ
か
ら
な
い
」
を
．

上
演
し
ま
し
た
。
こ
の
劇
は
、
三
月
十
~

五
日
に
内
子
東
公
民
館
で
行
わ
れ
た
、
~

第
三
十
四
回
喜
多
郡
連
合
青
年
団
青
年
~

．
 

文
化
祭
で
も
上
演
し
、
努
力
賞
を
受
賞
~

し
ま
し
た
。

．
 

>

予子林吟詠「風に題す」

冒 K 

三
月
十
七
日
、
初
め
て

肱
川
中
学
校
の
卒
業
式
に

参
列
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

厳
粛
な
中
に
も
湿
か
さ
の

あ
る
、
素
晴
ら
し
い
卒
業

式
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
、
私
を
感
動

さ
せ
た
の
は
、
校
長
先
生

の

「
卒
業
生
に
贈
る
最
後
の
お
話
」
で

し
た
。
「
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
、
こ
れ

か
ら
生
き
て
い
く
の
に
一
番
大
切
な
も

の
は
『
優
し
さ
』
で
す
」

歌
や
例
話
を
交
え
て
の
、
良
く
分
か

る
お
話
で
、
一
番
分
か
っ
て
い
な
が
ら
、

忘
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
ら
れ
た
よ
う

な
、
恥
ず
か
し
い
思
い
で
あ
っ
た
。

三
月
末
、
母
子
寡
婦
福
祉
会
の
総
会

が
あ
っ
て
出
席
さ
せ
て
戴
い
た
。
こ
の

会
の
平
成
四
年
度
活
動
計
画
の
努
力
点

（
方
針
）
に
『
地
球
を
美
し
く
、
住
み
よ

く
、
孫
の
時
代
ま
で
考
え
て
、
組
織
の

中
で
手
を
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
』
と
掲
げ

て
有
っ
た
。
地
球
の
こ
と
ま
で
を
考
え

た
活
動
方
針
を
掲
げ
た
団
体
が
、
他
に

有
る
だ
ろ
う
か
？
私
は
感
激
で
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
。

今
、
『
優
し
く
』
は
人
類
だ
れ
で
な

く
、
地
球
上
の
生
物
、
い
や
地
球
そ
の

も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
て
い

る
時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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免 島

子供輪の会のみなさん「おしん音頭」

見事なうたいっぷり

松本幸子さん

青年団喜劇「もう 、だれもわからない」

今
回

『
リ
レ
ー
随
筆
』
の
バ
ト
ソ

言
え
ば
、
町
議
会
の
報
告
に
つ
い
て

を
預
か
り
ま
し
た
が
、
さ
て
何
を
書
発
言
者
の
氏
名
を
入
れ
て
も
ら
え
れ

げ
ば
よ
い
の
か
と
頭
を
抱
え
込
ん
で
ば
、
も
っ
と
親
し
み
が
わ
く
の
で
は

し
ま
い
ま
す
。

（
こ
う
な

っ
た

ら

と

な

い

か

と

思

い

ま

す

。

『
肱
川
町
と
わ
た
し
』
と
大
上
段
に
ま
た
、
最
近
感
じ
る
こ
と
に
、
肱

構
え
て
取
り
組
ん
で
み
る
）
川
の
川
岸
が
、
岩
•
竹
や
ぶ
な
ど
か

『
信
号
機
』
の
な
い
町
と
爆
音
轟
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
に
変
わ
っ
て

く
空
よ
り
ひ
ろ
い
夏
の
花
火
が
、
わ
い
く
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
し
が
肱
川
町
を
紹
介
す
る
と
き
の
治
水
に
つ
い
て
も
理
解
で
き
ま
す
が

自
慢
話
で
す
。
と
、
こ
こ
ま
で
書
い

気

に

か

か

る

と

こ

ろ

で

す

。

□[
-
2
2
7

〗
[
／

[
[
i
i
/

〗

＂ 

毎

臼
(
(-[
[
A
[
L
f
i
J

〗

い
。
と

り

あ

げ

て

今

で

は

子

供

も

三
人
に

町

内

の

多

く

の

人

な

り

ま

し

た

。
今
回
の

と
出
合
う
と
す
れ
ば
、
わ
た
し
の
住
『
リ
レ
ー
随
筆
』
を
担
当
さ
せ
て
い

ん
で
い
る
犬
返
り
団
地
で
チ
ー
ム
を
た
だ
い
た
こ
と
を
機
に
、
子
供
達
に

作
り
参
加
し
て
い
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
の
事
を
話
し

の
リ
ー
グ
戦
が
あ
り
ま
す
。

ス
ボ
ー
て
や
れ
る
父
親
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ

ツ
も
好
ぎ
で
す
が
試
合
後
の
懇
親
会
て
い
ま
す
。

も
酒
は
あ
ま
り
飲
め
る
ほ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
懇
親
会
で
の
会
話
と
か
、
広
報

が
肱
川
に
関
し
て
の
情
報
源
に
な
っ

て
い
ま
す
。
広
報
に
つ
い
て
要
望
を
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私
が
対
象
地
区
の
存
在
に
つ
い
て
知
分
け
て
呼
ん
で
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
中
学
生
の
と
そ
の
後
、
友
達
や
ら
先
輩
の
話
の
中

き
で
あ
っ
た
。
同
じ
中
学
生
か
ら
聞
い
か
ら
同
和
問
題
の
存
在
に
つ
い
て
は
っ

た
の
だ
か
ら
、
そ
の
当
時
と
し
て
は
遅
き
り
知
る
よ
う
に
な
っ
た
。

か

っ

た

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

同

和

教

育

が

推

進

さ

れ

て

い
る
現
在
に
お
い
て
は
、
こ

、。カ

ヽ

中
学
生
の
と
き
、
同
級
生

l
>

の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ

の
A
君

が

「

村

の

も

ん

は

、

う

が

、

何

も

知

ら

な

い

子

ど

…

…

。

」

と

い

う

言

い

方

を

会

も

た

ち

が

、

周

り

か

ら

誤

っ

し

た

の

で

、

何

か

へ

ん

な

気

た

知

識

を

与

え

ら

れ

た

と

き

、

が

し

て

、

「

同

じ

村

な

の

に

＂

＂

い

同

和

問

題

が

い

つ

ま

で

も

解

ど

う

し

て

村

の

も

ん

と

い

う

消

さ

れ

な

い

ま

ま

存

在

し

続

言
い
方
を
す
る
の
か
。
」
と

n>

け
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

呵
ぎ
返
し
、
そ
ば
に
い
た

B

こ
こ
に
、
正
し
い
同
和
問

君

も

「

ぼ

く

も

そ

う

思

う

。

」

と

題

学

習

の

必

要

性

が

あ

り

、

[̀□
い
い
旦
題
口
汀
い
い

こ
と
に
な
る
。

同
和
教
育
推
進
者
の
立
場

言

わ

な

か

っ

た

よ

う

に

思

う

゜

皿

四

そ
の
と
き
は
何
も
わ
か
ら
な

か

っ

た

け

れ

ど

も

、

そ

れ

が

"

"

[

に

立

っ

て

い

る

現

在

、

子

ど

対

象

地

区

の

存

在

に

つ

い

て

エ

小

_

も

た

ち

に

指

導

す

る

重

要

性

知
る
き
っ
か
け
だ
っ
た
よ
う
同
~
に
つ
い
て
痛
感
す
る
と
と
も

に

思

う

。

家

に

帰

っ

て

も

何

に

自

分

自

身

、

絶

え

ず

自

分

も

教

え

て

も

ら

わ

な

か

っ

た

の

足

元

を

見

つ

め

直
し
、
新

よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

た

な

気

持

ち

で

指

導

に

あ

た

っ

て

し
か
し
、

A
君

は

、

自

分

の

地

区

が

い

き

た

い

と

思

っ

て

い

る

。

対
象
地
区
で
あ
り
、
様
々
の
差
別
の
実

態
を
知
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
自
分
の

地
区
以
外
の
者
に
つ
い
て
、
は
っ
き
り

露頂瞬 (20)

o
s
3
5
年
生

①
野
村
町
立
渓
筋
小
学
校

②
子
守
り
・
昼
寝

③
ミ
ル
ク
と
シ
ル
ク
の
町
か
ら
ふ
く
さ

わ
や
か
な
風
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す。

教 諭

伊藤明子

教 諭

源田美樹

O
S
2
3
年
生

①
長
浜
町
立
豊
茂
小
学
校

②
新
聞
を
す
み
ず
み
ま
で
読
む
事

③
「
風
は
夢
」
さ
わ
や
か
に
教
育
実
践

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

O
S
1
0
年
生

①
大
島
小
学
校

②
つ
り
、
二
種
運
転
免
許

③
―
―
十
三
年
ぶ
り
の
、
肱
川
町
内
勤
務

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

o
s
4
2
年
生

①
大
洲
市
立
平
小
学
校

②
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
・
ピ
ア
ノ
を
ひ
く
事

③
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

教諭

大本榮枝

0

中
野
小
学
校

0

正
山
小
学
校

校長

小林伊佐雄

新
年
度
を
迎
え
、
肱
川
町
内
の
小
中
学
校
の
先
生
方
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

肱
川
っ
子
の
教
育
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
指
導
者
と
し
て
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
(
O
S
年
生
①
前
任
校
②
趣
味
•
特
技
③
ひ
と
こ
と
）

新
任
の
先
生
い
ら
っ
し
ゃ
い

三

o
s
4
4
年
生

①

新

採

②
読
書
・
登
山

③
一
所
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。

く
お
願
い
し
ま
す
。

よ
ろ
し

o
s
3
7
年
生

①
三
瓶
町
立
蔵
貫
小
学
校

②
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
・
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー

ル
の
日
本
公
認
審
判
員
で
す
。

③
即
戦
力
と
な
れ
る
よ
う
早
く
学
校
や

地
域
に
と
け
込
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

主事

西原 誠
教諭

宇都宮章一
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O
S
1
2
年
生

①
大
洲
市
立
新
谷
中
学
校

②
切
手
収
集
・
テ
レ
ビ
・
ス
ポ

ー
ツ
鑑
賞

③
―
―
―
十
二
年
前
に
宇
和
川
校
舎
に
勤
務

し
て
お
り
ま
し
た
。
肱
川
町
勤
務
は

二
度
目
で
す
。

よ
ろ
し
く
。 校 長

谷 本宰英

麟

o
s
4
8
年
生

①

新

採

②
ス
ポ

ー
ツ

③
地
域
の
方
た
ち
と
の
、
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

主

事

上

岡

時

子

（
予
子
林
小
↓
大
谷
小
）

教

諭

藤

高

朋

子

（
大
谷
小
↓
予
子
林
小
）

町

内

異

動

主事

岡 野 孝行

o
s
3
9
年
生

①
伊
豫
市
立
港
南
中
学
校

②
音
楽
鑑
賞
・

剣
道
、
卓
球
、
相
撲

③
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

一

教諭

冨山和広

0

岩
谷
小
学
校

o
s
3
8
年
生

①
城
川
町
立
土
居
小
学
校

②
絵
本
集
め
・
ス
キ
ー

③
初
心
を
忘
れ
ず
、
子
供
た
ち
と
二
人

三
脚
で
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

o
s
4
0
年
生

①
大
洲
市
立
菅
田
小
学
校

②
サ
ッ
カ
ー
・
野
球
・
そ
の
他
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ら
何
で
も

0

k

③
や
さ
し
く
、
そ
し
て
、
き
び
し
く
、

明
る
＜
頑
張
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

o
s
4
0
年
生

①
野
村
町
立
惣
川
中
学
校

②
い
さ
さ
か
古
い
で
す
が
、

寝
る
、
遊
ぶ
9
.
』

③
肱
川
に
来
て
感
激
し
た
こ
と
ダ
ム

と
桜
と

T
V
が
た
く
さ
ん
映
る
こ
と
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
。

『
食
う
、

昨
年
の

十

二
月
か

ら
、
公
民
館
勤
務

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
上
野
順
子
（
か

み
の
じ
ゅ
ん
こ
）
さ
ん
で
す
。
改
め

て
ご
紹
介
し
ま
す
。
公
民
館
に
お
寄
り

の
時
は
、
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

主事

上野 順子

公
民
館
M
e
m
b
e
r

平

教
， 諭由糸已

教諭

北岡 取念

教諭

大森留美

麟

0

大
谷
小
学
校

謡

）
は
転
出
先

0

予
子
林
小
学
校

0

肱
川
中
学
校

転
出
さ
れ
た
先
生

0

中
野
小
学
校

武
知
ト
シ
子
先
生
（
白
滝
小
）

露

口

直

美

先
生
（
退
職
）

西

岡

陽

子

先

生

（

退

職

）

0

正
山
小
学
校

｛
呂
部
博
文
先
生
（
天
神
小
）

岡
部
初
子
先
生
（
河
辺
小
）

増
本
生
子
先
生
（
天
神
小
）

0

岩
谷
小
学
校

赤

坂

章

先

生

（

舌

田

小

）

0

予
子
林
小
学
校

水
本
久
美
子
先
生
（
河
辺
中
）

東

本

仁

先

生

（

戒

川
小
）

0

肱
川
中
学
校

山
下
祐
生
先
生
（
宇
和
中
）

佐
枝
由
味
子
先
生
（
五
十
崎
中
）

宮

岡

智

子

先

生

（

佐

礼
谷
中
）

「
み
な
さ
ん
、
新
ら
た
な
土
地
で
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い

。
」

『
今
年
も
い
い
花
を
咲
か
せ
ま

し
ょ
う
。

力
を
合
わ
せ
て
！
』

花づくりグループのみなさんへ
花いつはい活動'92のおしらせ

②
作
業
予
定

・
種
蒔
き

四
月
中
旬
？
下
旬

・

仮

植

五
月
中
旬
？
下
旬

・

移

植

六
月
中
旬
？
下
旬

③
花
後
の
手
入
れ

・
春
咲
ぎ
の
花
が
終
わ
っ

た
ら
、
移
植
ま
で
の

間
に
、

肥
料
を
混
ぜ

て
土
を
休
ま
せ
て
や

り
ま
し
ょ
う
。

(91
年
4
月
号
参
照
）

・
肥
料
は
、
農
協
の
育

苗
セ
ソ
タ
ー
に
堆
肥

を
買
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
取
り
に
行
っ

て
下
さ
い
。
（
そ
の

時

何
袋
持

っ
て
帰
っ

た
か
、
公
民
館
へ
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。）

①
栽
培
品
種

・
サ
ル
ビ
ア

・
百

日
草

・
ア
ゲ
ラ
タ
ム

・
日
日
草
な
ど

＿
、
春
蒔
き
草
花
の
栽
培

に
つ
い
て
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月 の 行 事 予 定 表
1 ・肱川町防災の日 中旬 • 町老人クラブ連合会総会

5 
1 ・人権相談 17 ・少年ソフトボール大会

6 ・行政相談 17 • 第13回クロッケー大会

6 • 20 ・心配ごと相談 21 ・定例部落長会

6 ~10 • お四国学級出発（第10組） 28 ・税金等出張受入れ

10 ・春の道路愛護デー 31 • 町内バレーボール大会

月 11 ・農業委員会 下旬 ・高齢者創作館運営委員会

11~13 • 町連合小学校修学旅行(6 年生） ” ・（社協）理事会 ・評議委員会

中旬 ・営農林推進会議正副座長会 ” • 町連合小学校松山見学(4 年生）

5月の日曜・祝日当直医 救 急 病 院

日 当 直 医 苧兎 話

3日
植 木

崎医 町）
院 44-2215 

（五 十

（日） オ寸 上 医 院 24- 6800 （大洲市片原町）

4日
閻． 橋 医 院 44- 2010 

（五 十 崎 町）

（月） 岡本耳鼻科医院 24-3752 
（大洲市本町）

5日
佐々木 外科 医院 43- 0101 

（五 十 崎 町）

（火） 清 フK 医 院 24- 2017 
（大洲市志保町）

10日
曽 桔し 医 院 44- 2801 

（ 内 子 町 ） 

（日） 礼且 母 井 医 院 24- 3756 
（大沙卜［市中 村）

17日
芳 我 外 手斗 医 院 44- 2560 

（ 内 子 町 ） 

（日） 祈~ fr /Jヽ 見！和十医：断： 24-7530 
（大 洲I市中村）

24日
堀 JI I 医 院 43- 0555 

（ 内 子 町 ） 

（日） 沢井耳鼻科医院 24- 2510 
（大沙卜［市中 村）

31日
,玉'・ 来 医 院 44- 2248 

（ 内 子 町 ） 

（日） 亀井小児科医院 24- 3757 
（大沙卜［ 市 東 大 洲 ）

※変更になる場合がありますので前もって連絡してからお出かけ
下さい。

◎不用犬回収日

▽日時 5月12日（火）

午前 8時30分まで

▽場所 保健セソタ ー

※印鑑をご持参ください。

曜日 病 院 名 雫屯 話

月 ・火 大、洲市立病院 24-2151 

水 加 戸 病 院 24- 5101 

木～日 大洲中央病院 24- 4551 

◎
精
神
障
害
者
家
族
勉
強
会

内
容

•

第
1
9回
媛
家
連
総
会

参
加
希
望
者
は
5
月
22
日
（
金
）
午
前

8
時
30
分
ま
で
に
保
健
セ
ソ
タ
ー
に

集
合
し
て
下
さ
い
。

程

受

付

時

間

5
月
2
1
日
（
木
）
一保
健
セ
ン
タ
ー
一午

頃

2-

午
前
10
時
よ
り
肱
川
町
公
民
館
で
離

乳
食
の
実
習
も
し
ま
す
。

日

場

所

］ 日

’金日‘ 程

醤

館； 
事農

＇ 
宇大

セ
業協 和JII 、沙1、1

場

ノ` 所予子

巳ェ縫夕 所
l 月--IJ 前林 場製

？こ 』

｀ ` 
？孟 戸又

3 2 2 1 1111 1010 9 9 付
時時 時時 時 時 時 時 時 時 時

30 30 30 20 3010 
分 分 分 分 分 分 阻］

◎
乳
幼
児
健
康
診
査

日

場

所

一

時

間

◎
健
康
つ
く
り
料
理
教
室

程

5
月
1
1
日
（
月
）
中
津
集
会
所
午
前
1
0
時

i

5
月
督
（
木
）
一大

谷

公

厨

直
一

午
後
2
時

◎
肺
が
ん
検
診

日。日
. i 木日~ し〗~ 水日一― ~ ~ >~月日． ~ 日

程

事農 大 宇大

:: 谷 和汎I場
公 JI I 

民 工 縫 所
育『林 館 場製

午 後 1時～ 時受

2時 F曰り付

゜゚゜
がん子宮

゜
ヵ；手L
ん

◎子宮がん・乳がん検診

5 5 
相

贔 り
吾砧火

日 日

水 水 日

西山 梢福 担

本内 本 田 当

美 相

喜清 吾---'--- 百砧火

子勝 子保 員

▽

場

所

午
後
1
時
30
分

ー

4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

面

■宮
璽
玉
國

◎
心
配
ご
と
案
内

▽
時

間

◎
幼
児
教
室

講

浪

「
子
育
て
い
の
ち
の
輝
き
パ

ー
ト

11
」

愛
媛
大
学
教
育
学
部

山
本
万
喜
雄

助
教
授

◎
5
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

5
月
15
日
（金）

（出
す
の
は
、

5
月
14
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

小
畑
井
・
萩
野
尾

・
汗
生
・

小
藪

・

大
和
・
肱
栄
・
中
野
（
篠
谷
を
除
く
）
．

大
谷
・
鹿
野
川

◎
行
政
相
談

▽
日

時

5
月
6
日
（
水
）

午
後
1
時
30
分
ー
4
時
30
分

▽

場

所

肱

川
町
公
民
館

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
三
四
ー
ニ
五

0
八

5
月
1
5
日
（
金
）
一保
建
七
ン
タ

ー一
午
前
1
0時
？
12
時

日

程

場

所

一
時

間
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